2007年秋をモデル 


B 5 FJ -4761-01 



LX70X/D, LX70XN, LX65XN, LX55X/D, 
LX55XN, LX50X/D, LX50XN, LX45XN, 
LX40X, LX40XN 


FMV 巧扱ガイ 


♦2 章で説明しているまな内容 



電源の入れ方/切0方 



音量調節 


巧るさ調節 テレビの準備 

(テレビチューナー搭載機種のみ) 



巧巧 I AN 

(無線 LAN 搭載機種のみ) 


(1 

(? 
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$ 
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さ部の名称と働を 


パソコンの取り扱い 


周辺機器の 

設置/設定/増設 


お手入れ 


取り扱い上が主意 


仕様-覧 


Fujfrsu 


















ニュアルのご案内 



冊子のマニュアル 


スタートガイド （1 設置編2セットアップ編） 



スタ ーh 巧イド2 一. 

か卜，プ r. ぶ.じ,.I ■ 


使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

•『スタートガイド1設置編』 

♦『スタートガイド2セットアップ編』 


FMV 取扱ガイド 


FMV テレビ操作ガイド 



♦各部の名称と働き 
パソコンの取り扱い 
-電源の入れ方/切り方 
-音量の調節 
-輝度の調節など 
♦周辺機器の設置/設定/増設 
♦お手入れ 
♦仕様一覧 


テレビ IHW イド 

趣 

B#I5U 


テレビチューナー内蔵機種に添付 

•テレビについて 

-テレビの見かた 
-緑画のしかた 
-保存のしかた 

♦テレビなどに関ずる日 SlA 


トラブル解ミ夫ガイド 


ヴポート & ヴー ビスのご案内 


一 

♦7 イ U カバ'リ 

fmV 

な::: 

♦バックアップ 

■' 

••• 

♦トラブル解決 Q & A 

，か m -。 畑曲 

:ッ" 

•IJ カバ IJ (ご購入時の状態に戻ず） 

画国 
置 


♦廃棄-リサイクル 





♦ユーザー登録*特典 
♦AzbyClub のご案内 
♦困ったとさは 
♦故障かな？と思ったとさは 
♦お問い合わせ先 
♦操作指導サービス 
♦お問い合わせ票/修理依頼票 



この他にも、マニュアルや重要なお知5せなどの紙、冊子類びあります。 


画面で見るマニユアル 


説明している主な内容 

♦パソコンの基本 
♦セキュ U ティ巧策 
参インター ネット /E メール 
♦ FMV 使いこなし事例集 
♦パソコン本体の取り扱い 
♦周辺機器の接続 
♦添付ソフトウェアー覧 
♦困ったとさの日 &A 

※この他にも、役に立つ情報が 
盛りだくさんです。 


を ) 


テクニカルコミュニケーター谅会び定める 
「画面で見るマニュアル標準マーク」です。 


巧 PMV 

面面でちるマニユアル 


L' 写をがを。 . ぁ弓ぉさ巧ぶ 

な堂こ心咕 | 
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■-け I 
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画面で見るマニュアルの始め方 

スタート）一「すべてのプ□グラム」 
の順にクリック 


「 FMV 画面で見るマニュアル」 






















































































参照の探し方 


r A 

冊子のマニュアルの本文内に、夕 P 「****** (文書番号）」とある 
場合は、『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


t 

胃文書番号： 》 p の横にある巨巧の数字 

▼ Windows の面面について ^ 

^『画面で見るマニュアル』 》0「92OC 

一 「Windows の画面と各部の名称」 

V 

)10」で検索 

イ 

f 



文書を号（巨巧の数字）を入力して 
r 巧索する J をク U ック 


ア J レバーシ3ン情拓ッ1.( 21 


樣ホずる 



を ) fmV 

画面で見るマニュアル 


〇文書を号（巨柄の数字）を入力 
〇 r 巧索する J をク y ツク 



文書番号の内客び表巧 



旧巧」、「検索」、「索引」など、 
他にもいろいろな探し方びあり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の0 
をク U ックしてください。 
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安をにお使いいただ < ために 


このマニュアルには、本製品を安全に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されています。 
本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、0『安むしてお使いいただく 
ために』の「ま全上のごま意」をよくお読みになり、理解された5えで本製品をお使い<ださい。 
また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよ5大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび若干 
異なることびあ D ます。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続 
されているケーブル類を省略していることびあります。 

ま全にお使いいただ<ための給記号について 

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いいただ 
を、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるち害や損害を、未然に防止するための目印となるち 
のです。その表示と意味はなのよ5になっています。内容をよくご理解のラえ、お読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t する可能性または重傷を負ラ巧 
能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可能性があること、およ 
び物的損害のみび発生する可能性びあることを示しています。 


また、危害や損害の内容びどのよ5なちのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使って 
います。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中やその 
脇には、具体的な警告内容び示されています。 

0 

&で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。記号 
の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中やそ 
の脇には、具体的な指示内容が示されています。 


4 でり iH 貴导ュ g ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














本义中の記号について 


本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


巧重要 

お使いになるとさにミち意していただをたいことや、してはいけないことを記述していま 
す。必ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 

鲁固 

参照していただをたいマニュアルを記述しています。 

D 

冊テのマニュアルを表しています。 

皆 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動方法について、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - ROM / DVD - ROM を表してし'!ます。 


製品の巧び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよラに略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista ® Ultimate 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Ultimate 

Windows Vista ® Home Premium 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Premium 

Windows ® Internet Explorer ® 7 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD / DVD ド'ラィブ 

高画質化機能搭載 MPEG 2 U アルタイムエンコーダ付 TV 

高画質テレビチューナー（アナ□グ放送 

チューナーカード 

用） 

ワイヤレスキーボード（ワンタッチボタン付、無線方式） 

キーボードまたは 
ワイヤレスキーボード 

横スク□ール機能付ワイヤレスマウス（光学式） 

マウスまたはワイヤレスマウス 

FMV 画面で見るマニュアル V 1 .2 

画面で見るマニュアル 

xD - 円 cture Card ™、 xD - ピクチヤーカード tm 

xD - ピクチャーカード 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Cor 日 oration の米国およびその他の国における登録商 
標または商標でず。 

インテル、 Intel 、 インテル Core 、 Pentium 、 および Celeron は、アメリカ合巧国およびその化の国における Intel Corporation またはその子を社 
の登録商標または商標でず。 

SD □ゴおよび SDHC □ゴは、商標でず。 

r メモリースティック J 、「メモリースティック PROJ 、「メモリースティック DuoJ 、「メモリースティック PRO DuoJ 、「マジックゲート」および 
JS ：。 は、ソこ-巧式を社の商標または登録商標です。 

ぶ . xD-Picture Card ™. xD - ピクチヤーカード™は冨±写真フイルム株式会社の商標です。 

その他の各製品をは、各社の商標、または登録商標でず。 

その他の各製品は、各社の善作物でず。 


All Rights Reserved , Copyright © FUJITSU LIMITED 2007 


ドルビー、 DOLBY 、 AC -3、 プ□□ジック及びダブル D 記号はドルビーラボラト U — ズの商標です。 


6 でり1= 貴主; f ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 




第 1 章 

る部のち频と働を 

パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 . 

2パソコン本体側面 . 

3パソコン本体背面 . 

4パソコン本体内部 . 

已 キー ボード . 

6リモコン . 

I」モコンび添付されている機種のみ 


803457 














る部のちがと働を 


パソコン本体前面 


a. スピーカー 


b. 液晶ディスプレイ 

C . マイク端子 （/) 

d . へッ ドホン端テ （0) 

e. IEEE 1394 (DV) 5謂子 
([M) 

f. リモコン受光部〔ま〕 

呂. USB コネクタ（一を) 

h. ダイレクトメモリース□ッ 
卜 （SD メモリーカード、 
メモ IJ ースティック、 
xD- ピクチャーカード） 

しキーボード収納レール 

I パソコン電源ボタン（の） 

k. パソコン電源ランプ （©) 

し八ードディスク /CD 
アクセスランプ（^) 

m. 録画ランプ〔ミち〕 



を：テレビチューナー搭載機種のみ 


8 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 












































































a . スピーカー 

ノ くソコンの音声を出力します。 

b . 液晶ディスプレイ 

パソコンの画面を表おします。 

C- マイク端子 

巿販のプラグインパワータイプのマイクを接続します。 

d . へッ ドホン端子 

巿販のへッドホンを接続します。 

e . IEEE 1394 ( DV ) 端子 

デジタルビデオカメラ CDV 巳）や IEEE 13日4規格の周辺 
機器を接続するための端子でず。 

f - リモコン受光部 

U モコンからの信号を受けまず。 

邑. USB コネクタ 

デジタルカ六ラ、プ U ンタなどの USB 規格の周进機器を 
接続するためのコネクタです。 

h . ダイレクトメモリース□ット ( SD メモリーカード、 
メモ U — スティック、 xD - ピクチャーカード） 
(••► P .37) 

SD メモリーカード、メモ U - スティック、 xD - ピクチャー 
力ー ドをセッ 卜するためのス□ットです。 
min 陌 D カード、 microSD 力ー ドおよびメモリーステ ィッ 
ク Duo などは、アダプタを使用してください。 

i . キー ボード収納 レール 

キーボードをパソコン本体下部に収納するためのレール 
です。 


j . パソコン電源ボタン （••► P .20) 

パソコン本体の電源を入れるときと切るときに押します。 

k . パソコン電源ランプ 

パソコン本体の電源び入っているとをは緑色、ス I 」ープ時 
はオレンジ色に点灯します。 

し A — ドディスク / CD アクセスランプ 

A - ドディスクや CD や DVD のデータを読み書きしてい 
るとをに点滅します。 

m •録画ランプ 

テレビ番組の録画中に点なします。 

n . キーボード/マウスアンテナ 

キーボードやマウスからの信号を受けます。 

O. CD / DVD 取 D 出しボタン 

スーパーマルチドライブにディスクをセツトする、または 
取り出すとさに押します。 

P. スーパーマルチドライブ （••► P .31) 

巳 D や DVD のデータの読み出しや書を込みをしたり、音 
楽 CD を再生したりしまず。 

q . 画面オフボタン 

画面の表示や冒を消しまず。 

r . CONNECT ボタン 

キーボードやマウスの ID 情報を設定します。 

S. 明るさ調節ボタン （••► P ぶ 9) 

画面の明るさを調節します。 


パソコン本体前面の各部の名称と働さについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 
營圃 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉P 「000270」で検索 

一「各部の名称と働さ：バソコン本体前面」 


バソコン本体前面 



パソコン本なを側面 



.しラインアウト端モ（(((■み） 

■ j. ラインイン端子（(((寺） 

■k. 光デジタルオーディオ 
出力端子 （&) 


ューエスビー 

. し USB コネクタ（が） 


.m. LAN コネクタ（基） 
■n. LINE 端テ（己）ほ引 


を1:地上 • BS •CS デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種、地上デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載 
機種、および地上デジタルテレビチューナー搭載機種のみ 

ま2 :地上デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種の場ちは、「アンテナ入力端子（地上デジタル•地上アナ □ 
グ)」になります。 

ミち3 :地上デジタルテレビチューナー搭載機種の場ちは、「アンテナ入力端子（地上デジタル)」になります。 

ま4 :地上 ’ BS’CS デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種、および地上デジタル/アナ□グテレビチューナー 
搭載機種のみ 

ま已：地上 • BS • CS デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種、および地上，巳 S • CS デジタルテレビチュー 
ナー搭載機種のみ 


10 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






























































a •アンテナ入力端子（巧上アナ□グ） （••► P .43) 

地上デジタル放送用または地上アナ□グ放送巧のテレビ 
アンテナを接続します。 

お使いの機種により、接続するアンテナび異なります。 

b - ビデオ入力 （ S ビデオ）端子 

ビデオデッキなどの映像をパソコンに入力するための端 
子です。市販のケープルを使って、映像機器の S 映像出力 
端テと接続しまず。 

C. アンテナ入力端子（已3 • 110度 CS デジタル） 
(••► P .43) 

巨 S - 1]0度 CS デジタル放送用のテレビアンテナを接続 
します。 

d . ビデオ入力（コンポジット）端子 

ビデオデッキなどの映像をパソコンに入力するための端 
子です。市販のケーブルを使って、映像機器の映像出力端 
子と接続します。 

e . ビデオ音青入力端子（左） 

ビデオデッキなどの音声をパソコンに入力するための端 
子です。映像機器の音声出力端子（左）と、ケーブルの色 
ををわせて接続します。 

f - アンテナ入力端子（巧上デジタル ）（► P .43) 

地上デジタル放送用のテレビアンテナを接続します。 


居.ビデオ音青入力端子（ち） 

ビデオデッキなどの音声をパソコンに入力ずるための端 
子です。映像機器の音声出力端子（ち）と、ケーブルの色 
を合わせて接続します。 

h . 通風化 

パソコン本体が部に空気を排出して熱を逃びすための開 
孔部です。 

しラインアクト端子 

オーディオ機器などの音声入力端子を接続します。 

j - ラインイン端子 

オーディオ機器などの音声出力端子を接続します。 

k . 巧デジタルオーディオ出力端子 

巿販の光デジタルオーディオケーブルを接続します。 

し USB コネクタ 

デジタルカ六ラ、プ U ンタなどの USB 規格の周辺機器を 
接続するためのコネクタです。 

m 丄 AN コネクタ {••► P .7 百） 

LAN ケーブルを接続します。 

n . LINE 端子 

電話回線とつなびるモジュラーケーブルを接続しまず。 


パソコン本体左側面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は;欠のマこュアルをご覧<ださい。 
珍願 

^『画面で見るマニュアル』 》P 「000280」で検索 

- r 各部の名称と働を：バソコン本体側面」^「バソコン本体左側面 J 


バソコン本体側面 


パソコン本体ち側面 



d. PC カードス□ット 


e. 通風孔 

f. インレット 


a . USB コネクタ 

デジタルカメラ、プ U ンタなどの US 日規格の周辺機器を 
接続するためのコネクタです。 

b . B - CAS 力ードスロット 

巨- CAS 力ードをセットしまず。 

C. PC 力ード取0出しボタン 

PC カードを取り出すとさに押します。 


d . PC 力ードス□ツト 

別売の PC カードをセツトしまず。 

S. 通風孔 

パソコン本体外部に空気を排出して熱を逃びすための開 
孔部です。 

f . インレット 

パソコン本体の電源ケーブルを接続します。 


パソコン本体ち側面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 

營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》P 「000280」で検索 

-「を部の名称と働を：バソコン本体側面」^「バソコン本体ち側面 J 


12 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














































る部のち痛と働き 


3 パソコン本体背面 




礼部です。 盗難防止用ケーブルは、先端の□ック部分び直径 

2a4mm しソ下の円筒型のをので、化端の□ック機構び円 
筒の中むにあるをのをお使いください。□ック機構び中む 
よりずれている場合は、ご使用できないことびあります。 


パソコン本体背面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧ください。 

參願 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000300」で検索 

一「各部の名称と働さ：パソコン本体背面」 


パソコン本体背面 13 



















































a. お想 LAN アジテナ C. CPU フアン 

内蔵のお線 LAN のアンテナです。 バソコン本体内部の温度を下げるためのファンです。 

b . メモ U ス□ット （"►?. 日 6) 

増設するメモI」を取り付けられまず。 

パソコン本体内部の各部の名称と働をについて、詳しい説明は;欠のマニュアルをご覧ください。 
貸圃 

^『画面で見るマニュアル』 》P 「0002日0」で検索 

一「各部の名称と働を：バソコン本体内部」 


本体カバーの取り外し/取り付けち法については、陆体カバーを取りかす/取り付ける」 （"► P .83) 
をご覧ください。 


14 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 











































コネクト 

p. CONNECT ボタン 


q. 電池ボックス 



キーボード 15 































































































































































a . 半ち/をちキー 

文字を入力するときに、半角と全角を切り曽えまず。全角 
にすると、日本語入力びでさまず。 

b . Esc キー 

実行中の作業が取り消されます。 

C •音量調節ボタン （"► P .28) 

パソコン本体の音量を調節しまず。 

d •ワンタッチボタン （ •► P .3 日） 

インターネットの接続などを巧います。 

e •パソコン電源ボタン {••► P .2 口） 

パソコン本体の電源を入れるとさと切るとさに押します。 

f . Back Space キー 

カーソルの左側の文字び削除されます。 

g . 状態表示 LCD 

キーボードの電池残量などび表示されます。 

h . Delete キー 

力ーソルのち側にある l 文字を削除するときに使います。 
また、選択されているファイルやアイコン、文字列を削除 
しまず。 

i . 巧白 ( Space ) キー 

空白を入力でさます。 


j . Fn キー 

このキーを押しなびら!:__ ] で囲まれたキーを巧すと、 
カーソルを行の先頭に移動したり、文書の先頭に移動した 
D でさます。 

k . Shift キー 

隆01]を押しなびら文字キーを押すと、キーの上段に刻印 
されている文字や記号び入力でをます。 

l . Caps Lock /英教キー 

アルファべッ 卜の大文字/ル文字を切り誓えます。 

m - テンキー 

数字や記号を入力でさます。 

n . Enter キー 

入力した文字を確定するとをなどに使います。 

リターン（改行）キーとちいいまず。 

O. カーソルキー 

カーソルび上下左ちに移動しまず。 

P. CONNECT ボタン 

キーボードの ID を設定ずるとをに押します。 

q . 電池ボックス 

キーボード用の乾電池（アルカ U 単3電池2本）を入れ 
ます。 


キーボードの各部の名称と働さについて、その他のキーや詳しい説明は次のマニュアルをご覧<ださ 
い。 

營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「000220」で検索 
-「を部の名称と働を：キーボード」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 







リモコンび添付をれている機種のみ 


Windows び起動しているときのをな機能について説明しています。 


a. テレビボタン 


b. 操作ボタン 


C . DVD ボタン 



数字ボタン 


ネットテレビボタン 
My Media ボタン 


；<ディアセンター 

Media Center ボタン 


a . テレビボタン 

口 i 吕け aITVbox [デジタルテレビボックス]」び起動して、 
テレビ番組を視聴でをます。 

b . 操作ボタン 

音楽 CD や DVD - VIDEO を再生したり、録画したテレビ 
番組を再生したりするときに使います。 

C- DVD ボタン 

「WinDVD [ウィンディーブイディー]」び起動して、 DVD - 
VIDEO を視聴でをます。 

d . 巧字ボタン 

テレビのチヤンネルを選択したり、 DVD - VIDEO のチヤプ 
ターを指定したりでをます。 


e . ネットテレビボタン 

「 u モコンでインターネット」び起動し、映像配信サービ 
スのチヤンネル U ストび表示されます。 

f . MyMedia ボタン 

「 MyMedia 」 び起動して、映儘や音楽を楽しめます。 

居 . Media Center ボタン 

「Media Center 」 び起動します。 


U モコンの各部の名称と働をについて、その他のボタンや詳しい説明は;欠のマニュアルをご覧くださ 
し、。 

営園 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉P 「000320」で検索 

一「各部の名称と働き：リモコン」 


リモコン 17 





























Memo 
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1 電源を入れる/切る . 

2音量を調節する . 

3画面の明るさを調節する . 

4ワンタッチボタンを使う . 

已 CD / DVD を使ラ . 

6 メモ U - 力ードを使う . 

7テレビを見るためには . 

テレビチューナー搭載機種のみ 

8 U モコンを使う . 

U モコンび添付されている機種のみ 

9ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使ラ 

10 LAN (有線 LAN ) 機能を使う . 

11無線 LAN 機能を使う . 

無線 LAN 搭載機種のみ 


第2章 

パソコンの取り扱い 

最初に確認していたださたいことと、使用上の注意事項などを 
説明しています。 


0890173 1 已己7 
2223334 6 677 
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パソコンの巧 0 巧い 


I 電源を入れる/切る 

電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 

A ミ主意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

0 ' 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

故障の原因となります。 


接続を確認する 


電源を入れる前に、ケーブル類び正しく接続されているか確認してください。 



20 ^ 胃#：手; f ァうレ0113苦マ ニ ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 















































電源を入れる 


ここでは電源の入れちのラち Windows を起動するち法を説明しています。 


が重要 

パソコン電源を入れるときのを意 

-バソコン電源を切った後は、巧にバソコン電源を入 
れ直すまで10秒ほどお待ちください。 

• バソコンに巧などのカバーをかけている場合は、化 
ずそれらを完全に取り外してからバソコン電源を入 
れてください。バソコンの通風孔などび巧などでふ 
さびれたまま使用すると、バソコン内部に熱びこち 
り、動作不良や本体カノ（一の変おび起さることびあ 
ります。 

-電源を入れた後は、手順4の画面び表示されるまで 
は電源を切らないでください。手順4の画面び表お 
される前に電源を切ると、バソコンの動作び不安定 
になります。 

しば S く操作しないと 

バソコン電源を入れた状態でしばらく（約已分間）操作しないと、動画（スク1」ーンセーバー） 
び表示されたり、画面び真っ暗になった0することびありますび、バソコン電源び切れたわけ 
ではありません。これはバソコンの省電力機能び働いている状態です。 

マウスを動かしたり、キーボードの匹]匹]](〇固]や dHii のどれかを巧したりすると、元 
の画面に戻ります。 



1 パソコンに接続されている機器の電源を入れます。 

ム 電源ケーブルびコンセントに接続をれていない場合は、電源プラグをコン 
セントに差し込みます。 


が重要 

コンセントに接続ずると 

電源ケーブルをコンセントに接続すると、数秒間電源ランプび点なして電源び乂っ 
たよラな状態になりますび、故障ではありません。 




電源を入れる/切る 21 
















3 パソコン電源ボタンを巧します。 

パソコン電源ランプが点灯し、画面にさまざまな文字などび表示されます。そのまま、しばらく 
お待ちください。 



P POINT 

パソコン電源を入れる方法はいろいろありまず 

ワイヤレスキーボードや U モコンのパソコン電源ボタンでちパソコン電源を入れる 
ことびでさます0」モコンは U モコンび添付されている機種のみ対応)。 

■ワイヤレスキーボードの場合 ■ U モコンの場合 


パソコン電源ボタン 



パソコン 
電源ボタン 


4 " 


四四画 
四四回 

画のの 
の画の 
ロロロ 
000 

g®c 


織 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 























































4 このような画面び表示をれたことを確認します。 


目 


(画面は機種や状況により異なります） 

PPOINT 

Windows び起動しない場合 

パソコン電源を入れても Windows び起動しない場合は、次のマニュアルをご覧くだ 
さい。 



養願 

D 『トラブル解ミ夫ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンがおかしいときの Q & A 集」一「起動/終了」 


電源を切る 


ここでは電源の切りちのラち Windows を終了するち法を説明しています。 

このパソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに「待機状態（ス U - プ)」にしておくことも 
できます。ス U - プにするち法については、 r パソコンを待機状態にする/復帰させる」 （"► P ^ 己） 
をご覧ください。 

1 それまで巧っていた作業を媛了します。 

ソフトウェアを起動している場合は、作業中のデータを保存し、ソフトウェアを終了します。 
例えばワープ□ソフトを使って文書を作成中の場含は、文書データを保存し、ワープ□ソフトを 
終了します。 

PPOINT 

ソフトウェアを終了しなかった場合 

ソフトウェアを起動したままでちこれ故降の操作を進められますび、途中で作業中の 
データを保存するか確認する X ッセージが表示されることびあります。誤動作の原因 
となるので、あらかじめデータを保存した後、ソフトウェアを終了してください。 
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2 CD や DVD などびセツトをれていた己、パソコン本体前面の CD/DVD 取 
り出しボタンの中巧を巧して取り出します。 

■バソコン本体前面 



P POINT 

CD や DVD などを入れたままだと 

パソコン電源を切ってしまラと、 CD や DVD などは取り出せません。 

3 パソコン電源ボタンを押します。 

しば6くすると Windows び終了し、バソコン電源び自動的に切れます（画面び暗くなり、バソ 
コン電源ランプび消えます)。 



が重要 

パソコン電源ボタンは巧し続けないでください 

ノ 1°ソコン電源ボタンを4秒!;！上巧し続けると、 Windows などの正常な終了処理び 
でさないまま、強制的にバソコン電源び切れてしまいます。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





























P POINT 

パソコン電源を切るち法はいろいろありまず 


• r スタート J メニューか己バソコン電源を切る 

1. ©(スター ト） 一 の D 一「シャットダウン」の順にク U ックし 
ます。 

パソコン電源が切れます（画面び暗くなり、パソコン電源ランプが消えます)。 

-ワイヤレスキーボードでパソコン電源ち切る 

1. ワイヤレスキーボードのパソコン電源ボタンを押します。 

パソコン電源び切れます（画面び暗<なり、パソコン電源ランプび消えます)。 

-リモコンでパソコン電源を切る（リモコンび添付をれている機種のみ） 

1. U モコンのパソコン電源ボタンを押します。 

「コンピュータの電源を切る」画面び表示されます。 

2. U モコンの<(左カーソル）ボタンまたは>(ちカーソル）ボタンを押して「電源 
を切る」を選択し、決定ボタンを押します。 

パソコン電源び切れます（画面び暗<なり、パソコン電源ランプび消えます)。 
■ワイヤレスキーボードの場含 ■ U モコンの場含 


パソコン電源ボタン 



パソコン 
電源ボタン 


左カーソル 
ボタン 




四画回 
四四画 
IT3~I 30 ED 
m 画の 
ロロロ 
000 

-M 


m 


画口田 

t 由 > 

①の① 
0000 
口 OCD 口 


ミ央定ボタン 
ち力ーソル 
ボタン 



パソコン電源び切れない場合 

パソコンが動かな < なり（マウスやキーボードが操作でをないなど）、パソコン電源 
び切れないときは、なのマニュアルをご覧ください。 

養願 

D 『トラブル辭ミ夹ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンがおかしいとさの Q & A 集」一「起動/終了」 

それでち電源が切れないとさは、パソコン電源ボタンを4秒政上押し続けて、強制的 
にパソコン電源を切ってください。 

パソコン電源を切った後、パソコン電源ランプが消えている（パソコン電源が切れて 
いる）ことを確認してください。パソコン電源ランプがオレンジ色に点灯していると 
をは、ス U —プ状態になっているためパソコン電源び切れていません。ちう一度パソ 
コン電源ボタンを4秒！; Lt 押し続けてパソコン電源を切ってください。 

4 パソコンに接続されている機器の電源を切ります。 


電源を入れる/切る 
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パソコンを待機が態にする/復帰をせる 


このパソコンを使わないとさは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコンを 
使5とさにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス U - プと体止状態びあります。ここでは、パソコンをス U - プするち法と、スリープ 
から復帰するち法について説明します。 


夕 POINT 

夕の場合はパソコンの電源を切つてください 

-バソコンを長期間使わないとを 

-バソコンの動作び遅くなったり、正常に動作しなくなったとを 
いったんバソコンの電源を切り、再度電源を入れ直してください。 
電源の切り方については、「電源を切る」 （"► P .23) をご覧ください。 


パソコンをスリープする 


1 


® (スタート）一国四■をク y ックします。 

パソコンびス U —プします。ス U —プ中は、パソコン電源ランプびオレンジ色に点灯します。 


録 

n 

か 


Windows カレン ター 
Windows ミーテインヴスぺース 
FMV 西面で見るフニユア J レ 


コンピュータ 
ネットつーク 
接ち先 

コント □ー ルバネル 
巧をのプ□グラム 



(画面は機種や状況により異なります) 


26 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 













スリープか 6 復帰する 


1 パソコン本体の電源ボタンを巧します。 

パソコンがス U —プから復帰（レジューム）します。電源ボタンは4秒政上押し続けないでく 
ださい。パソコンの電源が切れてしまいます。 

P POINT 

ス U —プについて 



パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどを:><モリに保をして、パソコンを待機状態にす 
ることです。ス U —プ中は、メモ U に保存したデータなどを保持するために少しずつ電力を消費 
しています。 


ス1」ープや休止状態については、なのマニュアルちご覧ください。 
營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「000410」で検索 

-「省電力機能を使ラ J 


電源を入れる/切る 27 
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パソコンの巧 0 扱い 


音量を調節ずる 


ここでは、キーボードの音量調節ボタンから音量を調節するち法について説明します。 
キーボードの音量調節ボタンは、 Windows び起動している場合に音量を調節できます。 


1 キーボード上部にある音量調節ボタンを巧して、適切な音量に調節しま 
す。 

ボ U ュームボタン（一）を押すとルさく、ボ U ュームボタン （+) を押すと大をくなります。 
Mute [ミュート](消音）ボタンを押すと音び消え、画面ち下の通知領域にある表示びもに変 
わります。ちラー度押すと元の音量に戻り、表示ち りり に戻ります。 

ポ IJ ユー ムボタン（一） ボ IJ ユー ムポタン （+) 





- 

-巧 + 

%J - W 

が 

Q Mute (消音）ボタン 

山 1 1 山 

1 円 1 

1 " 1 

回 

(イラストは 機種 やが況により異なりまず） 


通知領域の り々 (音量）など、他の方までも音量を調節できまず。 

鲁驢 

▼ 他の方法で音量を調節する場含 
を)『画面で見るマニュアル』》 P 「0001日0」で検索 
-「音量を調節する」 


28 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
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パソコンの巧目巧い 


画面の明るをを調節ずる 


ここでは、液晶ディスプレイの明るさを調節するち法について説明します。 

パソコン本体前面の明るさ調節ボタンを押して、液晶ディスプレイの明るさを変更すること 
びでさます。 

I パソコン本体前面のフラップのち上部を押して、フラップを開をます。 



ム パソコン本体前面にある明るを調節ボタンを巧して、適切な巧るをに調節 
します。 

明るさ調節ボタン （+) を押すと明るく、明るさ調節ボタン（一）を押すと暗くなります。 
■パソコン本体前面 



(イラストは機種や状況により異なります） 
詳しくは、次の マこュ アルをご覧ください。 

篡闊 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉 P 「000180」で検索 

一「液晶ディスプレイの明るさを変更する」 


r あざやかウインドウ設定 J について 


このパソコンには、「あざやかウィンドウ設定」び搭載されています。ご購入時の設定では、画面上の 
指定したウィンドウの画質を調整し、辭明な画質で表示することびでをます。「あざやかウィンドウ設 
定」については、なのマニュアルをご覧ください。 

營圃 

▼「あざやかウィンドウ設定」の概要について 
&『画面で見るマニュアル』 》 P 「200620」で検索 

一「あざやかウィンドウ設定」 

▼「あざやかウィンドウ設定」の設定を変更する方法 
&『画面で見るマニュアル』 》 P 「000850」で検索 

一「あざやかウィンドウ」 


画面の明るさを調節する 29 
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パソコンの巧 D 巧い 


ワンタッチボタンを使5 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを押すだけ 
でソフトウエアの起動や E —ルの受信などが行えます。 





a. メール 

方ールソフトび起動します。 

b - インターネット 

「Internet Explorer [インターネットエクスプ □— ラ]」び 
起動します。 

C . メニユ ー 

「盾■メニュー」び起動します。 

d •バックアップ 

「 FM かんたんバックアッスび起動します。 


サポート 

- Windows 起動時 

「 FMV サポートナビ」び超動し、 「 Q & A 」 や「日頃のメ 
ンテナンス」などのサポート機能を簡単に始めることび 
でさます。 

■ シャツトダウン時 

Windows び起動しないときにも、「八ードウエア診断」 
や「マイリカバ U で戻す」などトラプル解決に役立つサ 
ポート機能を使ラことびできます。 

ミち：ス U —プ中や休止状態では 「 FMV サポートナビ」び 
超動します。 


只 POINT 

r ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合 

ワンタッチボタンを押して「ユーヴーアカウント制御」ウィンドウび表示された場含は、「続行」 
をク U ックしてください。「続行」び表示されずに「管理ちアカウント」が表示されている場合は、 
そのアカウントのパスワードを入力してから roK 」 をク U ックしてください。 

營圃 

▼ ワンタッチボタンについて 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000330」で検索 
一 r を部の名称と働を：ワンタッチボタン」 

▼ サポートボタンについて 
0『トラブル解巧ガイド』 

- 「充実のヴポート機能でまわ-快適」 


30 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 































































































































































































































































































































































パソコンの巧 0 巧い 


CD/DVD を使5 


ここでは、このパソコンで使えるディスクをパソコンにセツトしたり取り出したりするち法 
について説明します。 


このパソコンでほえるデイスク/ほえないデイスク 



巧えるディスク 


このパソコンでは、 8 cm の CD または 12 cm の CD や DVD びお使いになれます。 

なお、 CD や DVD にはさまざまな種類びあります。このパソコンでお使いになることのできる CD や 
DVD は、なのとお0です。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD ) 

ソーテイー了イーエー 


フォト CD 

フオトシーディー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダプル 
シーディーリライタプル 

DVD 

DVD-ROM 

ディープイディー□ム 


DVD-VIDEO 

ディープイディービデオ 


DVD+R 

ディープイディープラスアール 


DVD+RW 

ディープイディープラスアールダプル 


DVD+R DL 

ディープイディープラスアールダプルレイヤー 


DVD-R 

ディーブイディーアール 
ディーブイディーマイナスアール 


DVD-RW 

ディーブイディーアールダブル 
ディーブイディーマイナスアールダプル 


DVD-R DL 

ディープイディーアールダブルレイヤー 
ディープイディーマイナスアールダブルレイヤー 


DVD-RAM C ミお 

ディープイディーラム 


を： DVD - RAM をお使いになる場合には，フォー マツ トび必要でず。 


このパソコンの CD / DVD ドライブの読み込み/書を込み/書を換え速度については、「パソコン本体 
の仕様」 （"► P .106) をご覧ください。 


CD/DVD を使5 31 
























が重要 

DVD - RAM について 

. カート U ツジなしタイプまたはカート U ツジからディスクが取り出せるタイプをご購入くだ 
さい。カート U ツジに入れた状態で使用するタイプ （ Typel ) は使用でをません。また、無 
理に取り出して使わないでください。 

- 2.6 G 目および已 .2 G 目のディスクは、使用でをません。 


巧えないディスク 

次のディスクはお使いにならないでください。 

• 円形！;(外の異形ディスク（星型やカード型などの変形ディスク） 

このパソコンは円形のディスクのみお使いになれます。 

円形！;!がの異形ディスクをお使いになると故障する場合びあります。 

異形ディスクをお使いにな0故障した場合は保証の対象外となります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面が薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合が 
あります。 

規格外の DVD 媒体をお使いにな0故障した場含は保証の対象外となります。 

•市販のク U —こングディスク、レンズク U —ナー 
市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナーをお使いになると、逆にコ‘ミを集がてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズびミちれてしまラ場含びありますので、お使いにならないでください。 

• 中必に巧のあいていないディスク 
• 傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内で破損する場合があります。 

推奨ディスク 

次のディスクの使用を推奨します。 

下記似外のディスクをお使いの場含は、書さ込み/書を換え速度が低下することがあります。また、正 
常に書を込み/書を換えがでさない場合和再生でさない場をがあります。 

なお、富±通サプライ品は、富±通コワーコ株式会社の取0扱い品です。 

お問い含わせ先 

富±通コワーコ株式会社お客様総含センター 
電言舌： 01 20- 已〇已 -27 吕 

受付時間：目:日日〜17:30 (± •曰-祝曰-年末年始除く） 

URL : http :// jp . rujitsu . com / coworco / 


• CD-R 

太陽誘電： CDR 扫 0 WTY 、 CDR 80 WPY 

• CD-RW 

富±通サプライ品： CD - RW 74/0241410 

王菱化学メディア： SW 74 日 U 1、 SW 80 QUK SW 74 EU 1、 SW 80 EU 1 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





• DVD-RAM 

松下電器： LM-HC47M (4.7GB . 力ート U ツジ無)、 

LM-HB47MA (4.7G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
LM-HB94M (9.4G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立マクセル： DRM47PWC.S1P A (4.7G 目、カート U ツジ無)、 

DRMC94C.1P (日. 4G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
DRM120C.1P A (4.7G 目、力ート U ツジ無)、 
DRMC240C.1P A (9.4G 目、カート U ツジ有、取り出し巧) 

• DVD - RAM 2 

日立マクセル： DRM47D.1P (4.7G 目、カート U ツジ無） 

• DVD-R 

太陽誘電： DR-47VVTY、DR-47TY 

• DVD-R DL 

王菱イヒ学メディア： DHR8 已 YP1、DHR8 已 H1 

• DVD-RW 

日本ビクター： VD-W47H 

• DVD+R 

太陽誘電： DR+47WTY 
王菱化学メディア： DTR47JP 

• DVD+R DL 

王菱イヒ学 ディア： DTR8 已 H1、DTR8 已 NP1 

• DVD+RW 

リコー: D8RWD-S1CW 
王菱化学メディア： DTW47U1 

篡關 

▼ このパソコンで使えるディスクや使えないディスクについて 
^『画面で見るマニュアル』 》 p 「000050」で検索 

- 「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


ディスクをパソコンにセツトする/取り出す 


ディスクをセツトする 


ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとをにセツトでさます。 


A 注意 


A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

1 パソコン本体の CD / DVD 取り出しボタンの中央を巧します。 

ディスクをセットするトレーび出てをます。 

トレーは自動で出てをます。無理に引を出したりしないでください。 

■バソコン本体前面 



(これしソ降のイラストは機種やが況により異なります） 

Z パソコンにディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面を上に（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの読み取り/書さ込 
みを行う面を下に）して、セットします。 

ディスクは正しい位置にセットしてくださし、位置びずれると、ディスクび落ちる可能性びあり 
ます。 

また、ディスクを入れたまま何度ちトレーを開閉するとディスクの位置びずれることびあります 
のでを意してください。 

■パソコン本体前面 



34 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 


















3 パソコン本体の CD / DVD 取り出しボタンの中央を巧しまず。 

トレーび戻ります。ディスクがセットされ、八ードディスク/ CD アクセスランプび点滅しま 
す。八ードディスク / CD アクセスランプび消えたことを確認してから、次の操作に進んでくだ 
さい。 

ディスクによっては、セットすると自動的に起動するものちあります。 

■パソコン本体前面 

J \- ドディスク/ CD アクセスランプ 



P POINT ' 

r 自動再生」ウィンドウが表示された場合 

ディスクをセットした後に、「自動再生」ウインドウび表示された場合は、@をク1」ックしてくだ 
さい。 


-巨動き生 [；^ホ 

DVD RW ドライブ （ E:) Audio CD 

回才ーデイブ CD に対しては苦に巧のお作を巧う： 

才ーデイブ CD のオプション 

S オーデイオ CD の再生 

-Windows Media Player ほ用 

a CD から音楽を巧りをわ 

-Windows Media PI がかほ用 

巧 

巧 

0D を ] ビ - 

で•巧 -Roxio RecordNow Copy ほ用 

コンビ レー シ ョン CD を巧が 
で•ヴ -Roxio RecordNow Audiof^ffl 

全おのオプション 

フォルタを聞いて乃イルをま示 
i -ェ クスブ 日-ラほ用 


才 - ディオ CD のち生 
-Windows Media Center ほ用 


な就な猫烏腑用 


] ントロー;レパネルア自巧巧牛の曲をを巧ぞします 


(画面は機種や状況により異なります） 


CD / DVD を使う 35 























ディスクを取り出す 

ディスクは、パソコンの電源び入っている状態のとをに取 D 出すことびでさます。 

A ミ主意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 


1 ディスクをほつているソフトウェアびあれば、按了します。 

ム 八ードディスク/ CD アクセスランプび消えていることを確認し、パソコ 
ン本なの CD / DVD 取り出しボタンの中央を巧します。 

ディスクびセットされたトレーが出てさます。 

3 ディスクを取り出します。 

4 パソコン本体の CD / DVD 取り出しボタンの中巧を巧します。 

トレーが戻ります。 


このパソコンででをることのご紹な 

画面で見るマニュアルでは、なのよラなことを説明しています。 

この他にち様々な機能びありますので、詳し<は画面で見るマニュアルをご覧ください。 

篡闊 

▼ DVD を見る 

▼ディスクにデータを保存ずる 

▼ CD に音楽を保存ずる 

を)『画面で見るマニュアル』 

一「8.添付ソフトウェアー覧（カテゴリ別)」一 「 CD - DVD 」 

▼音楽 CD を聴く 
^『画面で見るマニュアル』 

-「8.添付ソフトウ I アー覧（カテゴリ別)」^「音楽.音声」^「パソコンで音楽を楽しむ」 


厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —カードのセツ 
卜ち法、および取り出しち法について説明しています。 

SD メモ U - 力ード、メモ U - スティック、および xD - ピクチヤーカードを総称して、メモ 
U —カードと呼んでいます。 



メモリーカードをおほいになるうえでのミち意 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にご注意ください。 

• メモ U- スティック Duo、 メモ U- スティック PRO Duo、min 旧 D 力ード、または microSD 
カードをお使いの場合は、必ずアダプタにセットしてからお使いください。そのまま挿入すると、 
メモ U —力ードび取り出せなくなります。 

また、メモ U —カードを取り出す場合は、必ずアダプタにセットしたまま取り出してください。ア 
ダプタだけをダイレクトメモ U- スロット （SD メモ U- 力ード、メモ U- スティック、 xD- ピク 
チャーカード）に残すと、故障の原因となります。 

• メモ U —スティック Duo アダプタは、塗装部分び剥びれた状態では使用しないでください。ダイ 
レクトメモ U- ス□ット （SD メモ U- 力ード、メモ U- スティック、 xD- ピクチャーカード）内 
部の端子び接触し、メモ U- スティック Duo またはメモ U- スティック PRO Duo を認識しな 
かったり、故障の原因となります。 

また、剥びれた塗装部分などにテープなどを貼って使用することちしないで<ださい。アダプタび 
取り出せなくなる場合びあります。 


メモ U- スティック Duo アダプタ 



メモリースティック Duo 
メモ U- ステイック PRO Duo 


• min 旧 D カードのアダプタには、裏面の中央部から端テび露出している製品びありますび、この夕 
イプのアダプタは使用しないでください。ダイレクトメモ U- ス□ット （SD メモ U- 力ード、メ 
モ U- スティック、 xD- ピクチャーカード)内部の端テび接触し、故障の原因となる場合びあります。 
miniSD カードのアダプタは、裏面中央部から端子び露出していない製品をご利用ください。 


X 


が mmm 

f QDQd 

0000 0 [] 




〇 pnoGoa 



端子び露出している 
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ほえるメモリーカード 


ダイレクトメモ U - スロット （SD メモ U - 力ード、メモ U - スティック、 xD - ピクチャーカード）は、 
デジタルカメラなどに使われているメモ U —カードに直接データを読み書をするためのス□ットで 
す。 

ダイレクトメモ U - ス□ット （SD メモ U - 力ード、メモ U - スティック、 xD - ピクチャーカード）び 
巧庇しているメモ U —力ードはなのとお D です。 


MemdryStick 

ぶ A 澄 

xD-Piciure Card ' 

-メモ U — スティック〔を〕 

- ><モ1|ースティック 
(メモ U- セレクト機能付）駐〕 

-メモ U —スティック Du 日〔を〕 

- メモ U— スティック PR 日〔を〕 

- ；><モ U— スティック PRO Du 日〔ミち〕 

- SD><fU — カード 

- mirHSD カード 

マイク□エスデイー 

- micraSD カード 

エスデイーエイチシー 

- SDHC 力ード 

- ピクチャーカード 

- xD -ピクチャーカード Type M 
シリーズ 

- xD- ピクチャーカード Type H 
シリーズ 


注：マジックゲート機能び必要なデータの記録/再生はでをません。 


P POINT 

メモリーカードについて 

-すべてのメモ U —力ードの動作を保証するちのではありません。 

-マルチディアカード、セキュアマルチメディアカードには対応していません。 

- SD メモ U— カード、 min 信 D カード、 micraSD カード、 SDHC カードは、著作権保護機能 
(CPRM [シーピーアールエム])に対応しています。 

- 2G 目を超える SD><fU- 力ードには対応していません。 2G 目を超える場含は、 SDHC カー 
ドをお使いください。 


38 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 











メモリーカードをセツトする/取り出す 


A ミ主意 

A - ><モリーカードをセットまたは取り出す場含は、ダイレクトメモ U- ス□ット （SD><fU- 力一 
ド、 メモ U —スティック、 xD- ピクチャーカード）に指などを入れないでください。 

けがの原因となることびあります。 

0 - 取り外した><モリーカードは小さいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様が□に入れたり、誤って飲み込むとけがや窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場含 
は、すぐに医師に相談してください。 



が重要 

他の マニ ュアルちご覧 < ださい 

メモ U —カードや記録されているデータの取り扱いについては、メモ U —カードや周辺機器の 
マニュアルをご覧ください。 

お使いの機器に合わせてフォーマットしてください 

メモ U —カードをデジタルカメラなどで使っている場合は、お使いの機器でフ ォー マットして 
ください。 Windows でフ ォー マットすると、デジタルカメラなどでメモ U —カードが使えな 
くなります。デジタルカラなどでのフ ォー マットの方法については、お使いの機器のマニ ュ 
アルをご覧ください。 

セットずるときのごま意 

テレビ番組の視聴中や録画中または録画予約の待機中は、メモ U —カードのセットや取り出し 
を行わないでください。（テレビチューナー搭載機種のみ） 


メモ U — カードをセツトする 


P POINT 

メモリーカードをセツトずる手順の動画を見ることがでさまず 

ヴポートぺージ （http://azby.fmwc)rld.net/supp 日け/)で、><モリーカードをセットする手順 
の動画びご覧になれます。 
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1 パソコン本体:前面のフラツプのち上部を巧して、フラツプを開をます。 


■パソコン本体前面 

フラップ 



ム メモリーカードをダイレクトメモリースロット （SD メモリーカード、メ 
モ y — スティック、 xD - ピクチヤーカード）にセットします。 

製品名のある面を上側にして、輿までしっかりと差し込んでください。 

■パソコン本体前面 



※製品名のある面を上側にして、まっすぐにセツトします。 

《 xD - ピクチャーカードを差し込むち向を間違えると、取り出せなくなります。 

また、ダイレクトメモリース□ツトや xD - ピクチャーカードが破損するおそれがありまず。 
SD メモリーカード、メモリースティック、 xD - ピクチャーカードを同時に使用すること 
はでをません。 


^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 













メモリーカードを取り出す 


P POINT 

メモリーカードを取り出ず手順の動画を見ることができまず 

ヴポートぺージ （ httpy / azby . fmworld . net / supp 日け/)で、メモ U — 力ードを取り出す手順の 
動画がご覧になれます。 

1 メモリーカードにアクセスしていないことを確認します。 

ファイルのコピー、移動、削除などび終了していることを確認してください。 

ム 画面ち下の通知巧域にある^^(八ードウエアのま全な取りかし）をクリッ 
クします。 

><モリーカードによっては 、 fc (八ードウエアの安全な取り外し）び表示されないちのちありま 
す。アイコンが表示されない場合には、><モリーカードのマニュアルをご覧になり、確認してく 
ださい。 

^ rnnn をま全に取りかします J をクリックします。 

nnn にはお使いの><モリーカードの名称が表示されます。 

PPOINT 

メッセージび表示された場合 

「デバイス’況用ボリューム’を今停止でさません。後でデバイスの停止をちラー度 
実行してください。」というッセージが表示された場合は、の"をク U ックし、メ 
モ U —力ードにアクセスしていないことを確認してから、もう一度手順2からやり直 
して < ださい。 
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4 r 八ードウエアの取り外し j というメッセージび表示された百、メモリー 
力一 ドをパソコンか百取り出します。 

><モリーカードを一度押すと、少し飛び出します。 

飛び出したメモ U —カードを引を巧きます。 

■パソコン本体前面 



が重要 

メモリーカードを取り出ずとさの注意 

-ダイレクト><モ11ース□ット （SD メモ U — カード、メモ U — スティック、 xD - ピクチャー 
カード）からメモ U —力ードを取り出す場含は、メモ U —力ードを強く押さないでください。 
指を離したとをメモ U —カードび飛び出し、紛失したり、衝撃で破損したりするおそれびあ 
0ます。 

また、メモ U —カードを引をなくとをは、ひねったり斜めに引いたりして、メモ U —カード 
に無理な力びかからないよラにしてください。 

-；><モ U —カードを取り出すとさは、ダイレクトメモ U —ス□ット （SD メモ U —カード、メ 
モ U —スティック、 xD - ピクチャーカード）を人に向けたり、顔を近づけたりしないでくだ 
さい。メモ U —カードび飛び出して、思わ说けがをするおそれびあります。 


メモ U —カードについては、次のマこュアルちご覧ください。 

替驢 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉 P 「000700」で検索 

一「メモ U —カードを使う」 


厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
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パソコンの巧目巧い 


テレビを見るためには 


テレビチユーナー搭載煤種のみ 

ここでは、このパソコンで視聴でさる放送やアンテナとパソコンとの接続例などについて説 
明します。 



テレビを見るために货要な準備 


初めてテレビを見るとさは、なの作業び必要です。 

1アンテナケーブルを接続ずる （"► p . 已己） 

2 チャンネルを設定する 

テレビの視聴や録画をするには、お使いの地域に合わせてチャンネルを設定する必要びあります。 
テレビを視聴するソフトウェアではチャンネルを設定する化要びあります。テレビを視聴するソフト 
ウェアは巧のとおりです。 

- 「 Di 邑 itatVbox [デジタルテレビボックス]」 

Windows を起動して地上デジタルテレビ放送や地上アナ□グテレビ放送を楽しめます。 

チャンネ J レ設定のち法は、巧のマニュアルをご覧ください。 

資圃 

G 『 FMV テレビ操作ガイド』 
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が要なをのを用意する 


化ず用意して<だをい 

■ B-CAS [ビーキャス]力ード 



■アンテナケーブル（別売) 



アンテナケーブルは F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをご購入ください。 

BS . 110度 CS デジタル放送を視聴する場合は 、 BS . 110度 CS デジタル放送対応の製品をご購 
入 < ださい。 

アンテナケーブルとパソコンの接続には、ノイズの影響を受けにくいネジ式の F 型コネクタプラグ付 
アンテナケーブルの使用をお勧めします。 

なお、ケーブルは適切な長さのちのを用意して<ださい。 



フラグの内側がネジになつている 


ネジ式 F 型コネクタ 


が重要 

ネジ式でない F 型コネクタプラグ付アンテナケーブルをお使いになる場合は、巧の点にごま 

意ください 

' コネクタのあ状(大ささ）によっては、バソコン本体に干渉して接続でをない場合びあります。 

また、 S ビデオケーブルなどの他のケーブルを同時に接続でをない場合びあります。 

-ネジ式でない F 型コネクタプラグ付をアンテナケーブルは、ネジ式に比べてノイズの影響を 
受けやすいため、映像び乱れることびあります。 


44 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














必要に応じて用意してくだをい 


アンテナ線の形状などによって、必要なちのび異なります。ここでは、代表的なちのを説明します。 
r 接続例」 （••► P .49) を参考に、用途にあった製品をご購入ください。 

■分液巧 

1本の線に混合されている電波を分ける機器です。 

BS • 110度 CS デジタル放送を視聴する場合は 、 「BS • CS 出力側通電型」の製品をご購入<ださい。 



■分配器 

1本のアンテナ線を、複数の端子で使5ために分配する機器です。 

BS . 110度 CS デジタル放送を視聴する場合は 、 BS . 110度 CS デジタル放送対応の製品をご購 
入 < ださい。 

■混合巧 

別々の電波を、1本の線に混合するための機器です。 

また 、 VHF [フイェイチェフ ] /UHF [ューェイチェフ]のアンテナ線と BS . CS のアンテナ線を混 
合でをるちのや、分波器として使えるちのびあります。 

■ブースター 

受信電波び弱い場合に電波を増幅させるための機器です。 

■アツテネータ ー 

強すざる電波を減衰して受信でさるよラにするをのです。 
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このパソコンのテレビチユーナーで視聴でをる放送について 


ここでは、このパソコンのテレビチューナーで視聴でをる放送について説明します。 

視聴でをる放送は、アンテナケーブルを接続する端子によって異なります。お使いのパソコンに内蔵 
されている端テについては、なの図をご覧ください。 


■巧上 • BS • CS デジタル/アナ□グテレビチユーナー搭載機種の場合 

このパソコンには、アンテナ入力端子び3つあります。 



アンテナ入力端子 
アンテナ入力端子 
アンテナ入力端子 


(地上アナ□グ） 

(BS • 110度巳 S デジタル) 
(地上デジタル） 


■巧上 • BS • CS デジタルテレビチユーナー搭載機種の場さ 

このパソコンには、アンテナ入力端子び2つあります。 



アンテナ入力端子 （BS • 110度巳 S デジタル) 
アンテナ入力端子（地上デジタル） 


46 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



























































■巧上デジタル/アナログテレビチューナー搭載機種の場合 

このパソコンには、アンテナ入力端子が1つあります。通常のアナ□グ放送と、地上デジタル放送が 
共用になっています。 



■巧上デジタルテレビチューナー搭載機種の場合 

このパソコンには、アンテナ入力端子が1つあります。 



アンテナケーブルを接続した端テと視聴でさる放送との関係は、なのとおりです。 

• アンテナ入力端テ（地上アナ□グ） 

地上アナ□グ放送 （ VHF と UHF 放送）を視聴でさます。 

• アンテナ入力端テ（目 S ■ 11日度 CS デジタル） 

目 S • 11日度 CS デジタル放送を視聴でさます。 

受信契約を する ことで、スカイパーフエク TV ! 110や W 日 WOW [ワウワウ]デジタル放送を視聴で 
をますび、スカイパーフエク TV !や目 S アナ□グ放送は視聴でをません。 

• アンテナ入力端テ（地上デジタル） 

地上デジタル放送 （ UHF 放送）を視聴でさます。 

地上デジタル放送を視聴する前に、お住まいの地域び地上デジタル放送の放送エ U ア内かどラかを、社 
団法人デジタル放送推進協会のホームぺージ （ http :// www . dpa . cir . jp /) (2007 年7月現在）で確認 
して < ださい。 

なお、お住まいの地域び地上デジタル放送の放送エ U ア内であってち、地形やビル陰などによって電波 
がさえぎられたり、電波が弱かったりする場合は、視聴でをないことがあります。 
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• アンテナ入力端子（地上デジタル-地上アナ□グ） 

地上アナ□グ放送 （ VHF と UHF 放送）と地上デジタル放送 （ UHF 放送）を視聴できます。目 S • 110 
度 CS デジタル放送は視聴でをません。 

地上デジタル放送を視聴する前に、お住まいの地域び地上デジタル放送の放送エ U ア内かどラかを、社 
団法人デジタル放送推進協会のホームページ （ http :// www . dpa . cir . jp /) (2007 年7月現在）で確認 
して < ださい。 

なお、お住まいの地域び地上デジタル放送の放送エ U ア内であってち、地形やビル陰などによって電波 
がさえぎられたり、電放が弱かったりする場合は、視聴でをないことがあります。 


厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 



接続例 


アンテナケーブルの接続方法は、アンテナの設置形態、壁のアンテナコネクタのお、お使いになるケー 
ブルによって異なります。なの図から最も近いちのを選択し、必要なケーフル類を接続してください。 

地上アナログ放送のみを視聴する場合 

地上アナログ放送を視聴する場合は、 VHF / UHF アンテナび必要です。 

パソコン本体側のアンテナケーブルを接続する端子の名称は、お使いの機種によって異な D ます。「こ 
のパソコンのテレビチューナーで視聴でをる放送について」 （"► P .4 己）をご覧になり、端テの名称を 
確認してください。 



VHF / UHF アンテナ 



地上デジタルが送のみを視聴する場合 

地上デジタル放送に対応した UHF アンテナび必要です。 

アンテナについて詳しくは、「デジタル放送用のアンテナについて」 （"► P . 已 2) をご覽ください。 
また、マンションなどで地上アナ□グ放送と各種デジタル放送用アンテナび混合の場合の接続例は、 
「マンションなどの共同受信の場合」 （"► P . 已 0) をご覧ください。 


UHF アンテナ（地上デジタル放送対応） 



化上デジタル化送用 
UHF 


アンモナケーブル 


パソコン本体 

アンテナ入力端子（地上デジタル） 
または 

アンテナ入力端子（地上デジタル- 
±也上アナログ）へ 
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■マンションなどの共同ま信の場を 

パソコン本体側のアンテナケーブルを接続する端子の名称は、お使いの機種によって異な D ます。「こ 
のパソコンのテレビチューナーで視聰でさる放送について」 （"► P .4 己）をご覧にな D 、 端子の名称を 
確認してください。 


コネクタのお 

曰 » I = 

アンテナケーブル 


地上アナ□グ放送と地上デジタル放送を視聴する場合 

VHF / UHF アンテナび必要です。 UHF アンテナび地上デジタル放送に対応していない場合は、さらに 
地上デジタル放送に対応した UHF アンテナび必要です。 

アンテナについて詳しくは、「デジタル放送用のアンテナについて」 （"► P . 已 2) をご覧ください。 
また、マンションなどで地上アナログ放送と各種デジタル放送用アンテナび混合の場合の接続例は、 
「マンションなどの共同受信の場合」 （"► P . 已 1) をご覽ください。 

■ UHF アンテナび化上デジタル放送に巧応している場合 

パソコン本体側のアンテナケーブルを接続する端子の名称は、お使いの機種によって異なります。「こ 
のパソコンのテレビチューナーで視聰でさる放送について」 （"► P .4 己）をご覽にな D 、 端子の名称を 
確認してください。 


パソコン本体 

アンテナ入力端子（地上デジタル）へ 
または 

アンテナ入力端モ（地上デジタル- 
地上アナログ）へ 


VHF / UHF アンテナ（地上デジタル放送対応) 



^ H 貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 


























■ UHF アンテナび化上デジタル放送に巧応していない場合 

パソコン本体側のアンテナケーブルを接続する端子の名称は、お使いの機種によって異なります。「こ 
のパソコンのテレビチューナーで視聴でをる放送について」 （"►P^ 己）をご覧になり、端子の名称を 
確認してください。 

VHF/UHF アンテナ（地上デジタル放送非対応） 




■マンシヨンなどの共同ま信の場合 

パソコン本体側のアンテナケーフルを接続する端子の名称は、お使いの機種によって異なります。「こ 
のパソコンのテレビチューナーで視聴でをる放送について」 （"►P^ 己）をご覧になり、端テの名称を 
確認してください。 


アンテナ 
コネクタのが 



使用するケーブルなど 


アンテナケーブル 


パソコン 本体 

アンテナ入力端子（地上デジタル- 
地上アナログ）へ 
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地上 • BS •110 度 CS デジタルが送を視聴する場合 


巧上 • BS •CS デジタルテレビチューナー搭載機種の場を 

地上デジタル放送に巧庇した UHF アンテナと BS • 110度 CS デジタル放送用アンテナび必要です。 
アンテナについては、「デジタル放送用のアンテナについて」 （"► P . 已 2) をご覽ください。 

また、マンションなどで地上アナログ放送と各種デジタル放送用アンテナび混合の場合の接続例は、 
「マンションなどの共同受信の場合」 （"► P . 已 3) をご覽ください。 

■デジタルがを用のアンテナについて 

ここでは、地上. BS . 110度 CS デジタル放送を視聴するためのアンテナについて、説明します。 

• 地上デジタル放送用のアンテナについて 

地上デジタル放さを視聴するには、地上デジタル放送に対応した UHF アンテナを、地上デジタル放送の 
電波送信塔に向けて設置する化要びあります。 

地上デジタル放さに対応していない UHF アンテナをお使いの場合は、地上デジタル放送に対応した UHF 
アンテナを設置してください。また、地上デジタル放送に対応した UHF アンテナをお使いの場合でち、 
アンテナの向をを変更したり、ブースターび必要になったりする場合びあります。アンテナの向をを変 
えると、今まで視聴していた地上アナ□グ放送び映6なくなることびありますので、そのようなとをは、 
地上デジタル放さ用と地上アナ□グ放さ用のアンテナを、別に設置することをお勧めします。 

また、お住まいの地域によって、周波数び異なります。詳しくは、アンテナエ事業をやお近くの電気店 
にお問い合わせください。 

P POINT 

ケースレテレビをご利用になつてし、る場合 

ケーブルテレビをご利用になっている場合は、受信契約をしているケーブルテレビ放 
送会社によって接続ち法び異なります。詳しくは、ケーブルテレビ放送会社にお問い 
合わせください。 

このバソコンでは、同一周波数バススルーち式と周波数変換バススルー方式に対応し 
ています。 

•目 S - 11日度 CS デジタル放送用のアンテナについて 
目 S • 110度 CS デジタル放送を視聴するには、目 S • 110度 CS デジタルアンテナを設置する必要が 
あります。アンテナの向をの含ねせ方については、アンテナのマニュアルをご覧ください。また、ケー 
ブル、ブースター、分配器などをお使いになる場合は、周波数帯域に対応したちの旧 S ■ 110度 CS 
デジタル放送に対応した製品）をお使い<ださい。 

目 S • 110度 CS デジタル放送は、従来の目 S アンテナでち視聴でさる場合びありますが、お使いの環 
境によって不安定になることびあります。そのような場合は、目 S - 110度 CS デジタルアンテナをお 
使いください。また、目 S デジタル放送のみ視聴する場含は、目 S デジタル放送用アンテナちお使いいた 
だけます。 

なお、スカイパーフェク TV !用のアンテナでは、110度 CS デジタル放送を視聴することはでさません。 
BS - 110度 CS デジタル放送用のアンテナは、アンテナ信号だけでなく、アンテナ電源もアンテナケー 
ブル芯線を経由します。アース線とショートした状態にならないようにしてください。 


厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 




•目 S ■ 11日度 cs デジタル放送用アンテナの電源について 
目 S • 110度 CS デジタル放送用アンテナに取り付けられたコンバーターに供給する電源をアンテナ電 
源といいます。ご購入時は「切」（アンテナ電源オフ）に設定されています。目 S - 110度 CS デジタル 
放送用アンテナをこのパソコン専用に用意している場合のみ、アンテナ電源を「入」（アンテナ電源オン） 
に設定してください。同じアンテナに接続されている他のデジタル機器からアンテナ電源を供給してい 
る場合は、パソコン側は「切」のまま（ご購入時の状態）にしてください。 

設定ちまについては、次のマニュアルをご覧ください。 

篡闊 

ご 『FMV テレビ 操作ガイド』 

一「テレビを見る」一「テレビを見るための準備をする」一「テレビ視聴•録画用ソフト 
ウェア roi 旨 itaITVbcix 」 を準備する」一「初期設定をする」 



UHF アンテナ（地上デジタル放送対応) 



BS ■ 110 度 CS アンテナ 



■マンションなどの共同受信の場合 

マンションなどで共同受信の場含は、地上アナ□グ放送と各種デジタル放送用アンテナが混合になつ 
ている場をがあります。 


アンテナ 
コネクタのお 


使用するケーブルなど 
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地上アナ□グがち、地上 • BS • 110度 CS デジタルが送を視聴 
する場合 


巧上 • BS • CS デジタル/アナ□グテレビチユーナー搭載機種の場合 

VHF / UHF アンテナと BS • 110度 CS デジタル放送用アンテナび必要です。 UHF アンテナび地上 
デジタル放送に対応していない場合は、さらに地上デジタル放送に対応した UHF アンテナび必要です。 
アンテナについては、「デジタル放送用のアンテナについて」 （"► P . 已 2) をご覧ください。 

また、マンシヨンなどで地上アナログ放送と各種デジタル放送用アンテナび混合の場合の接続例は、 
r マンションなどの共同受信の場合」 （"► P . 已已）をご覧ください。 


■ UHF アンテナ占‘他上デジタル放送に巧応している場合 

VHF / UHF アンテナ（地上デジタル放送対応） 



BS ■ 110度 GS アンテナ 



^ H 貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 


































■ UHF アンテナが相止デジタル放送に細あしていない場合 

VHF / UHF アンテナ（地上デジタル放送非対応） 




UHF アンテナ（地上デジタル放送対応) 



BS ■ 110度 CS アンテナ 


巧巧するケーブルなど 



パソコン 本体 

□ 1 T 

アンテナケーブル（同軸） 

アンテナ入力端子（お -110 度 CS デジタル）へ 


BS . 110度 CS デジタル放送対応 


■マンシヨンなどの共同受信の場合 

マンションなどで共同受信の場合は、地上アナ□グ放送と各種デジタル放送用アンテナが混合になつ 
ている場含があります。 


アンテナ 
コネクタのお 



BS ■ CS/U ■ V 分破お 


アンテナケーブル（同軸） 
BS . 110度なデジタル放送如ち 




パソコン本体 

使用ずるケーブルなど 


アンテナ入力端子（地上アナログ）へ 


アンテナ 

ケーブル 


アンテナ 

ケーブル 


分配器 


パソコン本体 

アンテナ入力端子（地上デジタル）へ 


アンテナケーブル（同軸） 
BS -110 度 CS デジタルなま対応 


パソコン本体 

アンテナ入力端子（85|110度じ5デジタル）へ 
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アンテナケーブルをパソコン本做こ接続する 


視聴するテレビ放送のアンテナケーブルを接続してください。視聰しないテレビ放送のアンテナケー 
ブルは接続する必要はありません。 


が重要 

アンテナケーブルを接続ずるとさのま意 

アンテナケーブルを接続するとをは、巧のことにを意してください。 

-バソコン電源を切ってください。 

-コネクタの中むにある金属おを巧6ないでください。 

お使いの機種によって内蔵されている端子び異なりまず 

お使いの機種によって、バソコン本体に内蔵されている端子び異なります。お使いの機種に内 
蔵されている端子については、「このバソコンのテレビチューナーで視聴でをる放さについて」 
(••► P .4 日）をご覧ください。 


1 パソコンや接続されている機器の電源び入つている場合は、すべての電源 
を切り、電源ケーブルをコンセントか百巧をます。 

電源ケーブルを巧< とさは、先に電源プラグを抜いてからアース線を外してください。 

ム アンテナケーブルをパソコン本体に接続します。 

•地上アナ□グ放送用のアンテナケーブルは、アンテナ入力端子（地上アナ□グ）、またはアン 
テナ入力端子（地上デジタル•地上アナ□グ）に接続します。 

•地上デジタル放送用のアンテナケーブルは、アンテナ入力端子（地上デジタル）、またはアン 
テナ入力端子（地上デジタル•地上アナ□グ）に接続します。 

•目 S • 110度 CS デジタル放送用のアンテナケーブルは、アンテナ入力端子 （BS • 110度 
CS デジタル）に接続します。 

■地上•目 S • CS デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種の場含 
パソコン本体左側面 


アンテナ入力端子 

アンテナ入力端子 
CS デジタル） 

アンテナ入力端モ 



56 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 


















■地上•目 s • cs デジタルテレビチューナー搭載機種の場含 
パソコン本体左側面 


アンテナ入力端子 
CS デジタル） 


アンテナ入力端子 



■地上デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種の場含 
パソコン本体左側面 


アンテナ入力端子（地上デジタル • 
地上アナ□グ） 
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■地上デジタルテレビチューナー搭載機種の場含 
パソコン本体左側面 



夕 POINT 

デジタル放送のデータ放送で双方向通信をずる場合は 

デジタル放送のデータ放送で双ち向通信をする場合は、インターネットや電話回線に接続する必 
要があります。その場含は、 Windows のセットアップび終わってから、接続してください。 
インターネットに接続する場含または電話回線に接続する場含は、次のマニュアルをご覧<ださ 
し、。 


資圃 

▼インターネットに接続ずる場合 
D 『スタートガイド2セットアップ編』 

一「インターネットを始めるための準備をずる」 

▼ 電話回線に接続ずる場合（内蔵モデム搭載機種のみ） 

巧『画面で見るマニュアル』 »P r 000570 J で検索 
-「内蔵モデムについて」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














B - CAS カードをセットする 


地上デジタル放送を視聰する場合は、 B - CAS カードを挿入してください。 


1 


B - CAS 力ードを B - CAS 力ードスロットに巧乂します。 

「 B - CAS 」 と記載されている面をバソコン本体の前面側にして、矢印の向きを B - CAS 力ードス 
□ット側に向け、奥までしっかりと差し込みます。 

■バソコン本体ち側面 



「 B - CA 引と記載されている面を八‘ 
ソコン本体の前面側にして、まつす 
ぐにセツトします。 



P POINT 

B-CAS 力ードの取りがしち 

B - CAS 力ードは通常バソコン本体にセットしたままにしておをますび、取り外す場 
合は巧の手順に従って操作してください。 

1. バソコン本体および周辺機器の電源を切り、電源ケープルをコンセントか6巧 
をます。 

電源ケーブルを抜< とさは、先に電源プラグを巧いてからアース線を外して< 
ださい。 

2. 手で B - CAS カードを引さ巧さます。 
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B - CAS 力ードについて 


B-CAS 力ードの説明書に記載されている内容をよくお読みください。 

B-CAS 力ードは必ずパソコン本体に巧入してください。 B-CAS 力ードを挿入していないと、地上デ 
ジタル放送を視聴することびでをません。 

B-CAS 力ードについては、なのマニュアルをご覽ください。 

資圃 

0 『 FMV テレビ操作ガイド』 

- 「テレビを見る」^「アナログ放さとデジタル放さについて」^「アナ□グ放送やデジタ 
ル放ちを受信するには」^「地上デジタル放送を受信するには」 


テレビを見るための準備び完了した S 


このパソコンでテレビを見る方法については、なのマニュアルをご覧ください。 
資圃 

▼ テレビを見る前にお認していただをたいこと 
▼ テレビを見た0録画した0する方法 
▼ トラブル時の対処方法 
Q 『 FMV テレビ操作ガイド』 


60 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






リモコンび添付されている煤種のみ 

ここでは、 U モコンをお使いになる際のを意事項や乾電池の交換ち法について説明していま 
す。 



が重要 

添付のリモコンを使用してください 

このバソコンに添付の U モコンを使用して操作してください。 


リモコンに巧電池を入れる 


A 言口 

0 - 乾電池を機器に入れる場合は、+ (プラス）と一（マイナス）の向をにを意し、表示どおりに入 
れて < ださい。 

間違えると電池の破裝 • 液漏れ-発义の原因となります。 

0 - 充電式電池はお使いにな6ないでください。 

充分な機能-性能で動作しない場合びあったり、電池寿命び極端に短<なったりします。 

また、故障の原因となる場合びあります。 

A 注意 

0 - 電池ボックスに金属物を入れたり、落としたりしないでください。 

故障の原因となることびあります。 

0 - 使い切って寿命のなくなった乾電池はすぐに取り出してください。電池の液漏れなどの原因とな 
ることびあります。 


が重要 

ご購入時に添付されている乾電池はお早めに交換してください 

ご購入時に添付されている乾電池は初期動作確認用です。すぐに寿命に達する場合びあります 
ので、お早めに新しい乾電池に交換してください。 


U モコンを使5 61 










1 リモコンを裏返して電池ボックスのふたを開けます。 



2 乾電池の+ (プラス）と一(マイナス）の向をを確かめてか己添付のマン 
ガンを電池 （2 本セット）を入れます。 



3 電池ボックスのふたを巧めます。 



^ H 貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



u モコンにごいて 

1」モコンではなの操作びでさます。 

• テレビを見る 
• テレビを録画する 
• DVD を見る 
• 音楽を聞く 

• 映像配信サービスを利用する 

詳しくは、なのマニュアルを参照してください。 

替閱 

▼ 操作について 
Q 『 FMV テレビ操作ガイド』 

^『画面で見るマニュアル』 

一 W . FMV 使いこなし事例集」一「リモコンで楽しむ」 
▼ IJ モコンの各部名称について 

^『画面で見るマニュアル』 》0 「000320」で検索 
- r を部の名称と働を：リモコン」 


リモコンをおほいになる場合のま意 


U モコンをお使いになる場合は、なの点にご注意ください。 

• U モコンをお使いになる場合には、 U モコンマネージャーび起動している必要びあ D ます。画面ち 
下の通知領域に图〇」モコンマネージャー)び表示されているか、確認してください。 

• 信号び受けやすいよラに、 U モコンをパソコン本体の受光部に向けてください。 

• パソコン本体の受光部と U モコンの間に障害物びない場所に設置してください。 

• 直射日光などの強い光びあたる場所での使用は避けて<ださい。使用距離び短<なる場合びありま 
す。 

• U モコンをプラズマディスプレイ/プラズマテレビ/八□ゲンヒーターなどの近くでお使いにな 
ると、 U モコンび正常に動作しないことびあります。これはプラズマディスプレイ/プラズマテレ 
ビ/八ロゲンヒーターなどから放射される赤外線により、1」モコンとパソコン本体の受光部との通 
信び巧害されるために起こる現象です。 

このよラなとさは、パソコン本体またはプラズマディスプレイ/プラズマテレビ/八□ゲンヒー 
ターなどの設置場所を変更して < ださい。 

資圃 

▼ U モコンマネージャーについて 
^『画面で見るマニュアル』 》 p 「200890」で検索 
一「1」モコン マネージヤー」 


U モコンを使5 




パソコン本体のリモコン受光部使用可能節囲 


水平約 3 cr (左ち共) 




正面で約 7m 


垂直上 icr 下 4 cr 



(イラストは機種や状況により異なります) 


3 


64 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





















































パソコンの巧目巧い 


ワイヤレスキーボード/ワイヤレス7ウ 
スを巧う 


ここでは、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの ID を設定するち法などを説明しま 
す。 



ほ用に適した配置 


ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスは、無線でパソコンに信号を送ります。 
信号を受けるキーボード/マウスアンテナは、パソコン本体に内蔵されています。 
ワイヤレスキーボードおよびワイヤレスマウスは、なのよラな場所でお使いください。 
• 机の上など平らでま定した場所 

• パソコン本体と同じ<らいの高さで、操作に充分なスペースび取れる場所 
•パソコン本体から最大 10 m (3 m (内を巧奨)、左ち約4已度の範囲 


キーボー ド/マウスアンテナ 



ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使5 65 
















おほいになるとをのミち意事項 


このパソコンに添付されているワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスを使ラとをの注意事項につ 
いて説明します。 

• 次のよラな環境では、周囲からの電波を受けて、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスがラま 
<動作しないことがあります。設置場所を変えるなど、通信の妨げとなる原因を取り除いて<ださ 
い。 

-ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの送信部とキーボード/マウスアンテナとの距離び離れす 
ぎている場含 

■パソコン本体とワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの間に、電気-電モ機器や金属製のちのを 
置いている場含 

■パソコン本体をスチール机やスチール棚のよラな金属製の台の上に載せている場含 
■周囲でノイズ源となる電気•電子機器（無線機器を含む）を使用している場合 
■パソコン本体周辺に金属製の物（スチール製の机、金属部分がある机）びある場含 
■周囲にこのパソコンと同じ周波数の電波を使用している機器びある場合 
(パソコンを複数台でお使いの場含や、周囲でラジコンや無線機をお使いの場含、または無線局の近隣 
でお使いの場含など） 

■パソコン本体を電子レンジの近くに置いている場含 

■ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスを使用したパソコンをおくで使用している場含 
• ワイヤレスキーボードは、電池の消耗を抑えるため、キーを押さない状態が約1日分続<と、状態 
表示 LCD [エルシーディー]に何ち表示されな<なり、ス U —プモードに入ります。ス U —プモー 
ドから復帰する際、最初に押したキーが無効になることがありますが、これは故障ではありません。 
もラー度、最初に押したキーを押してください。 

• 必ず 1.5 V のアルカリ乾電池をお使いくだをい。 

マンガン乾電池、充電式電池などは、お使いにならないでください。充分な機能•性能で動作しない場 
含があったり、電池寿命び極端に短<なったりします。また故障の原因となる場合びあります。 

-ご購入時に添付をれている乾電池は初期動作確認用でず。 

すぐに寿命に達する場含びありますので、お早めに新しい乾電池に交換してください。 

• 巧電池の寿命の目安は、ち曰 3.5 時間の使用で、ワイヤレスキーボードは約6ヶ月、ワイヤレス 
マウスは約3ヶちでず。 

ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に達する場含びあります。 

乾電池の交換時には、市販の単3型アルカ U 乾電池2本をご使用<ださい。 

• パソコンを操作していないときは、なるベ<動かさないよラにしてくだをい。 

パソコン本体の電源が入っていなくてち、ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスび動作していると 
乾電池び消費されます。また、ワイヤレスキーボードやワイヤレスマウスの上に物を載せたままにしな 
いようにごを意ください。 

-長期間使用しないとをは、巧電池を取0出して<ださい。 

ワイヤレスキーボードおよびワイヤレスマウスを使用せずに放置していてち、乾電池び消費されます。長 
期間使用しないとさは、乾電池を取り出してください。 


ワイヤレスマウスの巧電池の消耗を抑えるためには 

ワイヤレスマウスを使用しないとをは、ステータスランプび消灯するまで約1秒間電源ボタンを押し、電 
源を切っておくことをお勧がします。乾電池の消耗を抑えることがでをます。 

ステータスランプ 


電源ボタン 



66 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






• ワイヤレスキーボードのを電池のミ肖耗巧態は、ワイヤレスキーボードの巧態表示 LCD に表示され 
るインジケータをご覧<ださい。ミ肖耗している場合はお早めに巧しいを電池にな巧して<ださい 
{表示は目安です)。 

ワイヤレスキーボードのを電池び完全に消耗している場合は、状態表示 LCD には何ち表示されません。 


遍 

を色)面] 

K 

—電池残量表示（ワイヤレスキーボード）〔ま〕 



晒 


师 

ワイでレスモでドの乾竜池のお耗状態を表巧し ます。 

または cn :正常に使用でをます。 


〇 

:動作が不安定になる場ちがあります。 


じ 

:新しい乾電池に交換してください。 


ミち： 

ワイヤレスキーボードの乾電池が完全に消耗している場合は、状態表示 LCD には 
何ち表示されません。 


状態表示 LCD 



状態表示 LCD 



• ワイヤレスマウスの巧電池の消耗が態は、ワイヤレスマウスの電池ミ肖耗ランプをご覧<ださし、。ミ肖 
巧している場合はお早めに新しい巧電池に空巧してください{表示は目まです)。 

ワイヤレスマウスの乾電池び消耗している場合は、電池消耗ランプび赤色に点滅します。 



電池消耗ランプ 
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s 電池を交換する 


A ミ主意 

0 - 電池ボックスに金属物を入れたり、落としたりしないでください。 

故障の原因となることがあります。 

0 - 新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使用せずに、 2本の新品乾電池と交換してください。 
乾電池の液漏れや破裂等により、けがや周囲をミち損する原因となることびあります。 

0 - 使い切って寿命のなくなった乾電池はすぐに取り出してください。電池の液漏れなどの原因とな 
ることびあります。 

1 ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウス（化学式）の電池ボックスのふ 
たを開け、アルカリ乾電池を2本ずつ入れます。 

ワイヤレスキーボードは、裏返して電池ボックスのふたを開けます。 

乾電池を入れるとをには、キーボードのキーやマウスのボタンを押さないようにを意してくださ 
し、。正常に動作しなくなる場含びあります。 

ワイヤレスマウスは、乾電池を入れたとさに電池消耗ランプび約10秒間緑色に点灯します。 
■ワイヤレスキーボード ■ワイヤレスマウス（光学式） 


電池消耗ランプ 




ム 電池ボックスのふたを巧めます。 


P POINT 

乾電池の使用推奨期限を巧認して < ださい 

乾電池び使用推奨期限を過ざていないか、確認してお使いください。 


68 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 







ID 設定をする 


このパソコンに添付されているワイヤレスキーボードおよびワイヤレスマウスの ID 設定ち法について 
説明します。 I □設定は、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスび使えなくなった場合や、周囲や 
近隣で複数台のパソコンを使っていて誤動作する場合に行って<ださい。通常は設定の必要はありま 
せん。 

のは、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスの電波の混信や誤動作を避けるため、巧となってい 
るパソコン本体との間でしかワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスび動作しないよラに設定する 
識別子です。 

また、ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウスは、それぞれ固有の I □を使用しているため、別々に 
設定び必要です。 



が重要 

設定をする前に確認してください 

-巧のマニュアルをご覧になり、バソコンを設置している環境を確認してください。 

資閣 

▼パソコン本体の使用環境について 
0『まむしてお使いいただくために』 

▼ 設置場巧について 
C 『スタートガイド1設置編』 

-バソコン電源を入れた状態で設定してください。バソコン電源び入っていないとさや、省電 
力機能び働いているとをは設定することはでをません。 

乾電池の交換などで乾電池を抜いてもの設定は巧持されまず 

乾電池の交換などで乾軍池を巧いてち、ワイヤレスキーボード/ワイヤレスマウスのの設定値 
はな持されます。巧設定する化要はありません。 

ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウス、両方の設定を行ってください 

ID 設定を行ラ場合は、ワイヤレスキーボードとワイヤレスマウス両方の設定を行ってください。 
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ワイヤレスキーボードの ID 設定をする 


1 パソコン本体前面のフラップのち上部を巧してフラップを開を、 
CONNECT [コネクト]ボタンの位置を確認しておをます。 

CONNECT ボタンはまだ押さないで<ださい。 

■パソコン本体前面 

フラップ 



ム ワイヤレスキーボード裏面の CONNECT ボタンを指で1回巧し、すぐに 
離します。 

C 日 NNECT ボタンを押す際は、キーボードの他のキーを押さないようにごを意ください。 

キーボード上面の状態表示 LCD のすベてのアイコンび点灯し、設定モードに入ります。 




CONNECT ボタン 

指で押しに<い場合は、細い棒 
状のもので CONNECT ボタン 
の中央を押してください。 


^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















3 キーボードの CONNECT ボタンを巧してか百約10秒な巧に、パソコン本 
付:の CONNECT ボタンを1回巧します。 

C 日 NNECT ボタンを押すと「カチッ」という感触びあります。「カチッ」という感触びない場含 
は、ちう一度 C 日 NNECT ボタンを押してください。キーボード上面の状態表示 LCD が数回点 
滅した後、 ID び自動的に設定されます。 

■パソコン本体前面 



4 ワイヤレスキーボードを操作します。 

ワイヤレスキーボードの胃などを巧して正常に動作すれば設定完了です。キーボードび正常に 
動作しない場合は、一度乾電池を出し入れし、手順2からちラー度設定を行ってください。 

続いて、ワイヤレスマウスの I □設定を行いましよラ。 

ワイヤレス7ウスの ID 設定をする 

I パソコン本体前面のフラップのち上部を巧してフラップを開を、 
CONNECT ボタンの位置を確認しておをます。 

CONNECT ボタンはまだ押さないでください。 

■パソコン本体前面 


フラッフ 
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2 ワイヤレスマウス裏面の CONNECT ボタンを指で 1 砂な上巧します。 

マウスの裏面にあるステータスランプが緑色に点滅し、設定モードに入ります。 

C 日 NNECT ボタンを押す隙は、マウスの他のボタンを押さないようにごを意ください。 




0 ワイヤレスマウスの CONNECT ボタンを巧してか5約10秒な巧に、パソ 
コン本な:の CONNECT ボタンを1回巧します。 

CONNECT ボタンを巧すと「カチッ」という感触びあります。「カチッ」という感触びない場合 
は、もう一度 CONNECT ボタンを押してください。ワイヤレスマウス裏面のステータスランプ 
の点滅び停止し、 ID び自動的に設定されます。 

■パソコン本体前面 



勺 ワイヤレス7クスを操作します。 

マウスを動かし、正常にマウスポインタび動けば設定完了です。 

PPOINT, 

正常に動作しない場合 

-一度乾電池を出し入れし、手順2からちラー度設定を行ってください。 

- C 日 NNECT ボタンを押した後に、ステータスランプの点滅び続く場合は、 I □の設 
定び正しくでをていません。点滅が終わるまで約1已秒間待ち、手順2からちラ 
一度設定を行ってください。 


^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
















光学式マウスについて 


マウスのし<み 


光学式マウスには、裏面に光学式読み取りセンサーび付いています。マウスを机の上などですべらせ 
ると、マウス裏面から出された赤外線の陰影を光学式センサーで検知し、画面のマウスポインタび動 
くよラになつています。 



読み取 D センサー 



リ POINTV 

ホが線について 

マウスの移動検巧にホ外線を使用しています。赤が線は目に見えない光のため、赤く光りません。 


光学式マウスをお使いになる上でのを意事項 


光学式マウスは、机の上だけでなく、紙の上などでちお使いになることびでをますび、なのよラなち 
のの表面では正しく動作しない場合びあります。 

• 鏡やガラスなど、反を]しやすいちの 
• 巧巧びおるちの 

-濃淡のはつ宝 D した搞模様や柄のちの{木目調など） 

• 網点の印刷巧など、同じパターンび連続しているちの 

光学式センサーは机などと接触せずにマウスの動をを検知しているため、特にマウスパッドなどの必 
要はありませんび、マウス本体は机などと接触しているため、傷び付をやすい机やテーフルの上では、 
マウスパッドなどをお使いになることをお勧めします。 

マウスパッドをお使いになる場合は、明るい色の無地のマウスパッドをお使いになることをお勧めし 
ます。光学式マウス対応のマウスパッドち市販されています。 
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ワイヤレスキーボードの収納にごいて 


このパソコンは、パソコン本体の下のキーボード収納レールにワイヤレスキーボードを収納すること 
びでをます。 DVD を視聴するとをなどに机の上を広々と使5ことびでをます。 

収納や取り出しをするとをのを意事項 


A 注意 

0 - ワイヤレスキーボードを収納する際、バソコン本体とワイヤレスキーボードの間や、設置面とワ 
イヤレスキーボードの間に指を挟まないように注意してください。 

けびをするおそれびあ0ます。 

ワイヤレスキーボードをノてソコン本体の下に収納したり、パソコン本体から取り出すとをのま意事項 
について説明します。 

• キーボード収納レールに合わせ、ワイヤレスキーボードを水平にした状態で行ってください。 
傾けた状態で行ラと、パソコン本体のパソコン電源ボタンや CD / DVD 取り出しボタンびキーボー 
ドと接触したり、キーボード表面およびノ f ソコン本体に傷び付いたりするおそれびあります。 

• ワイヤレスキーボード底面にあるチルトフットを倒してから収納してください。 



r キーボード収納設定 J について 

このパソコンには「キーボード収納設定」といラソフトウェアびインス!ルされているので、ワイ 
ヤレスキーボードをパソコン本体の下に収納したとさに、特定のソフトウェアを起動することびでを 
ます。ご購入時には 、 「MyMedia [マイメディア]」び起動するよラに設定されています。 

ご購入時の設定は、変更することびでをます。変更する方法については、なのマニュアルをご覧くだ 
さい。 


貸閣 

^『画面で見るマニュアル』 》 p に1〇 32 〇」で検索 
一「キーボード収納設定」 


74 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 























パソコンの巧 0 巧い 


10 LAN (有線 LAN ) 機能を巧う 


LAN [ラン]馆線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、主にインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 



このパソコンでは、なのちのび標準で準備されています。 

• LAN コネクタ （ LAN ケーフル用） 

1000 BASE-T [ベーステイー]/ 100 BASE-TX [ベーステイーエツクス] /10 BASE - T 準拠 


インターネツトをほラとをの接続例 


なのイラストは、パソコンとブロードバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。ネット 
ワークのお態によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったものをご購入ください。 



ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覧ください。 

貸園 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「3日0010」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 
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LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合に必要なものなどを説明します。 

ここでは、フ□-ドバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 

化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、なのちのび必要です。 

• ブロードバンドモデム 

ADSL モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータををちんと目的の場所（パ 
ソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器です。 

一般的には、 LAN と外部のネットワーク（インターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場合は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに内蔵されている場含ちあります。 
なお、1000 BASE - T の通信を行ラためには、1000目 ASE - T に対応したものを使用してください。 

• 八ブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器です。 

複数台のパソコンを接続する場合に必要です。ルーターに内蔵されている場合ちあります。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したちのを使用してください。 

• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合ったちのび必要です。接続するネットワーク機器のマニュア 
ルをご覧になり、必要なちのをご用意ください。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、エン八ンストカテコ ’ U 已（カテゴリ已 E ) 1；(上の LAN ケーブル 
を使用してください。 

LAN を巧うための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーブルで接続し、ネットワークの設定を行いま 
す。インターネットに接続する場合は、プ□バイダより提供されるマニュアルに従って、機器の設定 
をして < ださい。 

接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

營画 

む『画面で見るマニュアル』 》 p 「000100」で検索 

— 「 LAN を使う」 


76 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





パソコンの巧 0 巧い 


無線 LAN 機能を巧う 


mm LAN 搭載煤種のみ 

無線 LAN [ラン]機能について説明します。 

ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 



このパソコンの無線 LAN 機能 


無線 LAN び搭載されている機種では、なのよ5な仕様の無線 LAN び標準で準備されています。その 
場合、別途無線 LAN アダプタを購入する必要はあ D ません。 

• 無線 LAN 

IEEE [アイト U プルイー] 80吕 .11 b 準拠、 IEEE 802 .1 1邑準拠 （ Wi - Fi ® [ワイフアイ]準拠） 


インターネツトをほラとをの接続例 


次のイラストは、フ□ー ドバンドインターネットと接続している一例です。ネットワークの形態によつ 
て使用する機器が異なりますので、ネットワークに合ったちのをご購入<ださい。 


インターネット ADSL [エーディーエスエル]モデムやケーブル 
モデムなどのブ□ー ドバンドモデム 



み 




お線 LAN アクセスポイント 


無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラスト 
ラクチャ通信」とい5ち式で通信します。 

ブロー ドバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アクセス 
ポイントとパソコンの間を、 LAN ケーブルの代わ D に電波で送受信します。 


ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覧ください。 

營闊 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉 P 「390010」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 
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無線 LAN をおほいになる場合 


化要なをのを用意する 

無線 LAN を使ラためには、このパソコンの他になのものび必要です。 

• 無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用して情報のやり取りを行ラ無線 LAN では、「無線 LAN 
アクセスポイント」と D 乎ばれる機器び化要となります。無線 LAN アクセスポイントにはちに巧のちのび 
あります。 

-ワイヤレス LAN ステーション 
-ワイヤレスブ□ー ドバンドルーター 

巧線 LAN を使うための設定 

無線 LAN を使ラには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定を行います。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アクセスポ 
イントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN アクセ 
スポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 

無線 LAN については、なのマニュアルをご覧ください。 

資圃 

▼ 無線 LAN の設定 

& r 画面で見るマニュアル』 》 P 「001000」で検索 
- 「無線 LAN を使う」 

▼ 別売の無線 LAN カードなどを使ラ 
^『画面で見るマニュアル 』 》p rooio2oj で検索 
- r 別売の無線 LAN アダプタを使ラ」 

▼ 巧めてインターネットに接続する 
0『スタートガイド2セットアップ編』 

-「インターネットを始めるための準備」 


78 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





1 周辺機器をお使いになる場合.... 
2本体カバーを取り外す/取り付ける 
3 メモ U の増設/交換 . 


_ 第3章 

周远機巧の設置/設定/増設 

周辺機器の使用上の注意やメモ1」の増やし方などを説明してい 
ます。目的に合わせてお読みください。 


0 3 6 
8 8 8 
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周巧な巧#の設置/醜/増設 


I 周逆機巧をお使いになる場合 

ここでは、メモ U などの周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたいことにつ 
いて説明します。 

A 誓告 

^ -周辺機器の取り付けや取りがしを行ラとをは、バソコン本体および接続されている機器の電源を 

^ 切り、電源プラグをコンセントからあいた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電'火おまたは故障の原因となります。 

0 - 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•义巧の原因となります。また、バソコン本体および周 
辺機器び故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


メモ1」、プリンタ、デジタルカメラなどの装置のことです。パソコン本体内部に取り付けたり、パソ 
コンの各コネクタに接続した D します。 

周辺機器をノ f ソコン本体内部に取り付ける場合は、ノ f ソコン本体カバーを取り外す必要びあります。パ 
ソコン本体カバーの取りがしちと取り付け方については、「本体カバーを取りかす/取り付ける」 
("► P .83) をご覧ください。 


周辺機器を取り付けると 


メモ U を取り付けてパソコンの処理能力を上げたり、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソコン 
ででをることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでをます。 


80 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










周辺機器を取り付けるには 


周辺機器の取り付けちについて、本マニュアル内では、「メモ1」の増設/交換」 （••► P .8 己）、「メモ U - 
力ードを使5」 （••► P .37) などを記載しています。また、画面で見るマニュアルでも紹介しています。 
お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覧ください。 


資圃 

^『画面で見るマニュアル』 

一「已.バソコン本体の取り扱い」または「日.周辺機器の接続」 

r 画面で見るマニュアル J で調べる 

I 表巧される画面の中か百取り付けたい周辺機器をクリックします。 

例えば、プ U ンタを接続する場合は、「6.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をクリツ 
クします。 



(画面は機種や状況により異なります) 



PPOINT 

手順の中に r 動画を見る」といラボタンびあるとき 

ボタンをク U ックすると、インターネットに接続して手順の動画をご覧いただけま 
す。このとき、 FMV ユーザー登録で発行された「ユーヴー登録番号」と r パスワー 
ド」が必要です。ユーザー登録については、0『サポート&サービスのご案内』をご覧 
<ださい。 
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周辺機器の取り巧い上のを意 


周辺機器を取り付けるとをは、次のことに注意して<ださい。 

-周辺機器は、鮮社純正品をお使いいただくことをお勧めしまず 

純正品び用意されている周辺機器にっいては、純正品政外を取り付けて、正常に動かなかったり、パソ 
コンび故障してち、保証の対象外となります。 

純正品び用意されていない周辺機器については、このパソコンに対応しているかどラかをお使いの周辺 
機器メーカーにご確認ください。 

• 周辺機器に添付のドライバがお使いの Windows にが応しているか確認してください 

お使いになる周辺機器のドライバびお使いの Windows に対応していないと、その周辺機器はお使いに 
なれません。必ずお使いの Windows に対応したちのをご用意ください。 

• ドライバなどがフ□ッピーディスクで添付されている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているものびあります。そ 
の場合は、オプションの FDD ユニット ( USB ) ( FMF □-已 IS または FMF □-已 1 SZ ) をご購入になり、 
ドライバをインストールしてください。 

- ACPI [エーシーピーアイ]に巧応した周辺機器をお使いくだをい 

このパソコンは 、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）によって電源制御を行っていますので、 
周辺機器ち AC 円に対応している必要びあります。 

ACPI に対応していない周辺機器をお使いの場含は、増設した機器やパソコンび正常に動作しなくなるこ 
とがあります。周辺機器が ACPI に対応しているかどうかは、周辺機器 X —力一にお問い合わせください。 
また、このパソコンの ACPI モードは、スリーブ （ACPI S 3) に設定されています。 

- — 度に取〇付ける周辺機おは1つだけにしてください 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどが正常に行われないおそれびあり 
ます。1っの周辺機器の取り付けび終了して、動作確認を行ってから、別の周辺機器を取り付けて<だ 
さい。 

• パソコンおよび接続をれている機器の電源を切って<だをい 

安全のため、必ず電源プラグをコンセントから巧いてください。パソコンの電源を切った状態でち、パ 
ソコン本体内部には電流が流れています。パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 ► 
P .23) をご覧ください。 

• 電源を切った直をは作業をしないで<だをい 

電源を切った直媛は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラグをコンセ 
ントから巧いた後10分ほど待ってから作業を始がてください。 

• 電源ユニットは分解しないで<だをい 

電源ユニットは、パソコン本体内部の背面側にある箱おの部品です。 

-内部のケーブル類や装置の扱いに注意して<だをい 

傷を付けたり、加工したりしないでください。また、ねじったり、極端に曲げたりしないでください。 

-静電気にを意して<だをい 

内蔵周辺機器は、基板や電モ部品がむ去だしになっています。これらは、人体に発生する静電気によっ 
て損傷を受ける場含びあります。取り扱ラ前に、一度大さな金属質のちのに手を触れるなどして静電気 
を放電してください。 

• 基坂表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでください 

金具の部分や、基板のふちを持っよラにしてください。 

-周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるちのが一般的ですが、パソコン本体より後に 
電源を入れるちのちあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

• ドライバーを用意して<だをい 

パソコン本体の本体カバーなどの取り外しには、プラスのドライバーが必要です。 

ネジの頭をつぶさないよラに、ネジのサイズに含ったドライバーをご用意ください。 


82 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
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本体カバーを取りかず/取り付ける 


ここでは、><モリなどを取り付ける場合に必要な本体カバーの取り外し方と取り付け方につ 
いて説明します。 


A 言口 

A •本体カバーをあける場合は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから巧いた媛、しばらく経ってから本体カバーを開けてください。また、電話回線 
からモジュラーケーブルが接続されている場合、モジュラーケーブルち取り外してください。 
電話回線から着信があった場合、または落雷が起さた場合に感電の原因となります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないところに 
置いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談して < だ 
さい。 

0 - 本体カバーおよび稼動部をあける場合は、お子様の手が届かない場所で行ってください。 

また、作業び終わるまでは大人び機器から離れないよラにしてください。 

お子様が手を觸れると、本体および本体内部の突起物でけがをしたり、故障の原因となります。 



A を意 

0 - 本体カバーの取り付け、取り外しを行う際は、指定された場所政外のネジは外さないでください。 

指定された場所政外のネジを外すと、けがをするおそれびあります。また、故障の原因となるこ 
とがお0ます。 

基板表面上の突起物には手を能!れないで<ださい。 

けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることびあります。 


が重要 

周辺機器の取り付け手順を巧刷しておいて<ださい 

操作の途中で電源を切る必要のある周辺機器については、「画面で見るマニュアル」の該当ペー 
ジの先頭ににのページは印刷しておくと便利です」と記載されています。操作を始める前に、 
「画面で見るマニュアル」の該当ページをプ U ンタで印刷してご覧ください。 

メモ U については、「メモ U の増設/交換」 （••► P .8 目）をご覧ください。 
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本化 カバーを 取りがす 


1 パソコン本体と接続されている周辺機器の電源を切ります。 

パソコンの電源の切り方については、「電源を切る」 （••► P .23) をご覧ください。 

ム 電源プラグをコンセントか百巧をます。 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧いた媛10分ほど待ってください。 


が重要 

電源プラグはコンセントか5巧いてください 

パソコン本体の電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れていま 
す。必ず電源プラグをコンセントから抜いたことを確認してください。 

液晶ディスプレイをパソコン本体背面側に倒している場合 

液晶ディスプレイをパソコン本体背面側に倒している場合は、まっすぐに立ててく 
ださい。倒した状態のまま、本体カバーを取り外すと、故障の原因となることがあ 
0ます。 

3 パソコン本体に接続されている機器をすべて取りかします。 

4 本伟カバーのネジ （2 ヶ 所）をプラスのドライパーで回してかします。 



(これ降のイラストは 機種 や状況により異なります) 


84 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 


















5 本なカバーを取りかします。 

本体カバー 


日 

本なカバーを取り付ける 


1 本体カバーを取りけけ、ネジ （2 ヶ 所）をプラスのドライバーで回して固 
定します。 

ネジは固く締めすぎないようにしてください。 



ム パソコン本体に接続をれていた機器をすべて取りけけます。 

3 パソコン本体および巧続されている機器の電源プラグを、コンセントに是 
し込みます。 
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パソコンに取り付けられるメモ u を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げる 
ことびでさます。ここでは、メモ U を増やすち法について説明します。 


メモリの取り付け場所 


メモリは、パソコン本体内部のメモ1」ス□ットに取り付けます。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


が要なをのを用意する 


メモリ（拡張 RAM [ラム]モジユール） 

FMVDM 1 GKD 1 (1 GB ) のメモ U び取り付けられます。 

プラスのドライバ ー（ ドライバーサイズ：2番） 

このパソコンのネジを取りかすとをに使います。ネジの頭をつぶさないよラに、ネジのサイズ （ M 3) 
に合ったちのをお使いください。他のドライバーを使ラと、ネジの頭をつぶすおそれびあります。 


86 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 































メモリの組み合わせ表 


なの表で、メモ1」の容量とメモ1」スロットの組み合わせを確認してください。 

なの表し U 外の組み合わせにすると、ノ f ソコンび正常に動作しない場合びあります。 

■LX70XN, LX 百 5XN ， LX55XN, LX50XN, LX45XN, LX40XN で 2GB の 
メモリを選巧した方 


総容量 

メモ U ス□ット1 

メモ U ス□ット2 

2 GB (ご購入時/最大） 

1 G 巨 

1 GB 


■LX70X/D, LX55X/D, LX50X/D, LX40X をおほし、の方、および LX70XN, 
LX 百 5XN ， LX55XN, LX50XN, LX45XN, LX40XN で 1 GB のメモリを選 
択した方 


総容量 

><モ11スロット1 

メモ U ス□ット2 

1 GB に購入時） 

已 12 M 目 

已 12 M 目 

2 GB 慮大） 

1 G 目〔ミち1〕〔ミち2〕 

1 GB 〔ミち1〕〔ミち2〕 


ま1:あらかじめ取り付けられているメモ U を交換します。 

注2 :デュアルチャネルで動作させるには、弊社純正品の同じ容量のメモリを2枚1組で取り付けてください。 


メモリの取り扱い上のま意 


A 言口. 

A - ><モリの取り付けまたは交換を行ラとさは、パソコン本体および接続されている機器の電源を切 
^ り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 


A を意 

0 - ><モリの取り付けまたは交換を行ラと去は、指定された場所故外のネジは外さないでください。 

指定された場所政外のネジを外すと、けがをするおそれびあります。また、故障の原因となるこ 
とがお0ます。 

基板表面上の突起物には手を觸れないでください。 

けがをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 

0 - 取り外したメモ U は小さいお子様の手の届かないところに置いてください。 

おモ様び手を触れたり、□に入れると、けがをするおそれがあります。また、故障の原因となる 
ことがあります。 
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メモリを取り付けるとをのを意 


• メモ1」を取り付けるとをは、メモ1」の差し込みち向をお確かめのラえ、確実に差し込んでください。 
誤ってメモ1」を逆方向に差したり、差し込みび不完全だった D すると、故障の原因となることびあ 
0ます。 

• メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されてお D 、 人体にたまった静電気により破壊さ 
れる場合びあ D ます。メモ U を取 D 扱ラ前に、一度金属質のをのに手を触れて、静電気を放電して 
<ださい。 

• メモ U は何度を抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ U の表面の端子やに部分に触れて押さないでください。また、メモ U に強い力をかけないよ 
ラにしてください。 

• メモ U びラまく取 D 付けられないとさは、無理にメモ U を取り付けず、いったんメモ U を抜いてか 
ら再度メモ U を取り付け直してください。 

• メモ U は下図のよラに両手でふちを持ってください。金色の線び入っている部分（端テ）には、絶 
巧に手を触れないでください。 


この部分には手を fi 虫れないでください。 



• パソコン本体の電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れています。おず電源プラ 
グをコンセントから抜いたことを確認してください。 

• メモ U を取り付けるとをは、パソコン本体び倒れないよラに液晶ディスプレイの夕林卒などを支えた 
うえで、メモ U をスロットに差し込んでください。液晶ディスプレイに強い力び加わらないように 
ごま意ください。 



• メモ U を交換する場合は、必ず弊社純正品のメモ U を取り付けてください。 

• このパソコンの内部には1」チウム電池び搭載されていますび、を険を伴ラ可能性びあ D ますので触 
らないでください。 

U チウム電池はご自分では交換せずに、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓□」にご相談 
<ださい。 



貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





























メモリを増やす 


ここでは、メモ1」を増やす方法を説明します。 


P POINT 

メモリの取り付け手順の動画を見ることがでさまず 


ヴポートぺージ （ httpy / azby . fmworld . net / support /) で、メモ U の取り付け手順の動画がご 
覧になれます。 

1 r 本体カパーを取り外す J (••► P .84) をご覧になり、本体カパーを取り外 
します。 

ム メモリの取り付け場所とメモリ容量の組み合わせを確認します。 

X モ U の取り付け場所については、 「 X モ U の取り付け場所」 （••► P .8 日）をご覧ください。 
><モリの容量と組み合わせについては、「メモ U の組み含わせ表」 （••► P .87) をご覧ください。 

〇 メモリス□ット2の両側のレバーをか側へ開いて、メモリを引を巧をます。 



にれ L ソ 降のイラストは 機種 や状況により異なります) 


が重要 

メモリを取りがずときの注意 

-メモ U ス□ットの両側のレバーを外側に開くとさに、指をはさまないようにごを 
意ください。 

-レバーを勢いよくが側へ開くと、メモ U び飛び出し、故障の原因となることがあ 
りますので、ごを意ください。 

4 手順 3 と同様に、メモリスロット 1 のメモリを引を巧をます。 
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5 新しいメモリをメモリス□ットに差し込みます。 

メモリス□ット1、メモリスロット2の順に是し込みます。 

端子に切り込みび入っている部分から端までの距離び長いほうをち側に向けて、><モリス□ット 
正面からまっすぐに差し込んでください。 

><モリびメモ U ス□ットに差し込まれると、ス□ット両側のレバーが自動的に閉じて、><モリび 
□ックされます。 

必ず、メモ U が□ックされたことを確認してください。 



が重要 

メモリを取り付けるときは 

-端子やにに触れないよラにして、両手で><モリのふちを持って取り付けてくだ 
さい。 

- ><モリの表面の端子やに部分に触れて押さないでください。また、メモ U に強 
い力をかけないよラにして < ださい。 

-メモ U びうまく取り付け6れないと对ま、無理にメモ U を取り付けず、いったん 
メモ U を抜いてから再度 X モ U を取り付け直してください。無理にメモ U を取り 
付けようとすると、メモ U やコネクタび破損する原因となります。 

メモリの向をについて 

メモ U の方向をよ < 確認して正し < 差し込んで < ださい。無理に差し込むと故障の 
原因となります。 

〇 r 本付:カバーを取りけける J (••► P .85) をご覧になり、本体カバーを取り 
付けます。 

続いて、メモ U び正しく取り付けられたかメモ U 容量を確認しましよラ （"► P .91)。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 















メモ u 容量を確認する 


メモ1」を取り付けた後、増やしたメモ1」び使える状態になっているかを確認してください。 
必ず、本体カノ（一を取り付けてから確認作業を行つてください。 


1 パソコン本体の電源を入れます。 

「電源を入れる」 （"► P .21) をご覧ください。 

P POINT 

画面に何ち表示されないときは 

><モリが正しく取り付けられていないと、パソコンの電源を入れたとさ画面に何ち表 
示されない場含びあります。 

その場含は、パソコン電源ボタンを4秒故上押し続けてパソコンの電源を切り、電源 
プラグを抜いた後、メモ U を取り付け直してください。 



Z @(スタート）一 r コント□-ルパネル J 一 r システムとメンテナンス J 
- r システム J の順にクリックします。 


かで囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかを確認し 
ます。 


つンビユータのまち的な宿巧の表を 
Windows Edition 

Windows Vista™ xxxxxxx 

Copyright ® 2006 Microsoft CorporaGon. All rights reserved. 
Windows Vista をアジブヴレードする (S) 


み 


© 


システム 

評価； 

プ at ツサ： 
メモリ (RAM): 
システムの库 t : 


Windows イ>?ジクス 

乂乂 

I XXXMB ^ 


XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 


iTl-PTl I 


32 ビジトブペレーテインヴシステム 


コンピュータち、ドメインおよびつーククループの註定 
コンピュ ータ 名!： XXXXX 

フルコンビュータる： なな X 

コンビュータの巧巧： 

つークヴ J しープ； なななな 

Windows ライ t ンス留註 


\Jfl I 


• 設定とをまに） 


(画面は機種やが況により異なります） 


メモリ容量 


メモ U 容量の表示はお使いのパソコンによって異なります。 

このパソコンでは><モリの一部をグラフィック用メモ U として使用するたが、実隙のメモ U 容量 
より少なく表示されます。 

SCSI [スカジー]カードの増設などお使いのシステム構成によっては、さらに！〜 2 M 目少な 
<表示される場含びあります。 


^ @をク y ックします。 
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メモ u 容量の数値が増えていなかった場をは、次のことを確認して<ださい。 
• 増やしたメモ U がこのパソコンで使える種類のをのか 
「必要なちのを用意する」 （••► P .86) 


• メモ U がメモ U ス□ットにさちんと差し込まれているか 
「><モ U を増やす」 （••► P .89) 

• 正しいス□ットに取り付けられているか 
「メモ U の取り付け場所」 （••► P .86) 

• メモ U を正し<組みをわせているか 
「><モ U の組み含ねせ表」 （••► P .87) 


票草ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 



第 4 章 

お手入れ 


1 FMV のお手入れ 


94 


93 








お手乂れ 


FMV のお手入れ 


ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明します。 

A 警告 

A -お手入れをする場合は、バソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコ 
^ ンセントからあいた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電' 火おまたは故障の原因となります。 


パソコン本なおよび添付品のお手入れ 


が重要 

巧のちのは使わないで < ださい 

シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちのや、化学ぞラさんは絶対に使わないでください。 
アルコール成分を含んだ巿版のク1」ーナーは使わないでください。 

乾電池は取り出してください 

マウスやキーボード、リモコン（テレビチューナー搭載の機種）のお手入れを行うとさは、あ 
らかじめ乾電池を取り出してください。 


ノてソコン本体の通風孔、およびノ f ソコン本体内部にほこりびたまらないように、定期的に清掃してく 
ださい。 

パソコン本体の通風孔やパソコン本体内部は、掃除機を使ってほこりを吸い取ってください。 

パソコン本体やマウス、キーボード、リモコン（テレビチューナー搭載の機種）などの巧れは、乾い 
た柔らかい巧で軽く拭を取って<ださい。 

ミちれびひどいとさは、水または中性洗剤を含ませた巧を固く絞って、拭を取ってください。中性洗剤 
を使って拭いた場合は、水に浸した巧を固く絞って、中性洗剤を巧を取って<ださい。また拭を取る 
とさは、パソコン本体やマウス、キーボード、リモコン（テレビチューナー搭載の機種）に水び入ら 
ないよ5充分注意してください。 

キーボードのキーとキーの間のほこ D などを取る場合は、ゴ5を吹を飛ばすのではなく、筆のよラな 
先の柔らかいちのを使って35を取ってください。ゴ5を吹を飛ばすと、キーボード内部にゴ5び入 
り、故障の原因となる場合びあ D ます。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張らないで 
<ださい。 


94 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










液晶ディスプレイのお手入れ 


が重要 

次のちのは使わないで < ださい 

市販ク U —ナーは政下の成分を含んだわのびあり、画面の表面コーティングやカバーを傷つけ 
る場合がありますので、ご使用を避けてください。 

-アルカ U 性成分を含んだちの 
-界面活性剤を含んだちの 
-アルコール成分を含んだをの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちの 
-研磨材を含んだわの 
-化学ぞラさん 
など 


液晶ディスプレイは、ガーゼなどの柔らかい巧で拭いてください。 


ミ先剤 



アルカリ性成分を含んだもの 

シンナー 

ベンジン 

アルコール 

み 


X 


柔5かい布 




CD / DVD ドライブのお手入れ 


市販のク U - ニングディスクやレンズク U - ナーを使ラと、逆にコ‘5を集めてしまい、 CD / DVD ドラ 
イブのレンズび巧れてしまラ場合びあります。故障の原因にな D ますので絶対に使わないで<ださい。 
ラまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどの巧れを拭を取ることで改善されること 
び友0ます。 

拭を取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書/レーベル等をご覧く 
ださい。 
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パソコン本な内部や通風? L のお手入れ 


パソコン本体の通風孔や内部にほこりびたまると、故障の原因となります。 

ほこりの堆積量は、お客様の環境によって異なります。なの清掃ち法に従って、1ヶ月に1度程度掃 
除して < ださい。 

化要なをのを用意する 

-掃除機 
-綿手袋 

• プラスのドライバー(ドライバーサイズ： 2ま） 


清掃方法 


が重要 

電源プラグはコンセントか S 抜いてください 

感電のおそれびありますので、清掃前にはおずバソコン本体や周辺機器の電源を切0、コンセ 
ントから電源プラグをあいてください。 

充分に換気してください 

清掃時には、ほこりなどを□や鼻か6吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回したり 
するなどして、充分に換気してください。 

本体カバーや CPU [シーピーユ ー] フアンを取り外ずとき ぶ 

本体カバーや CPU フアンを取り外すとさは、指をはさまないように気をつけてくださ 

また、 CPU 付近は高温になりますので、電源を切った後、10分!;(上経ってか6作業 
をして<ださい。やけどをするおそれびあります。 

パソコン本体内部の部品には触れないでください 

故障の原因となりますので、 CPU フアンの羽根およびその他のバソコン本体内部の部品には極 
力手を触れないでください。 

また、掃除機の吸引□をバソコン本体内部の部品に当てないでください。 

巧のことにごま意ください 

-洗剤は使用しないでください。 

-清掃時に破損した場合、な証期間にかかわらず修理はち償となります。取り扱いについては、 
充分ごを意ください。 

パソコン本体内部は静電気に巧して弱い部品で構成されていまず 

バソコン本体内部は、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、掃除機の吸引□や人 
体にたまった静電気によって破壊される場合びあります。 

バソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のちのに手を触れたり金属質のちのに掃 
除機の吸引□先端を触れさせたりして、静電気を放電してください。 


96 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 












■通風孔の清掃方法 


1 掃除機の吸引□にノズルを取り付け、通風? L のほこりを直接吸い取りま 
す。 
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■パソコン本体内部の清掃方法 


1 r 本体カバーを取り外す J (••► P .84) をご覧になり、本体カバーを取り外 
します。 

2 CPU フアンの両側のレバー (2 ヶ 所）をかします。 

レバーを下に巧してツメからがし、上に持ち上げます。その際、 CPU フアンを片手でしっかり 
と支えてください。 

レバー 


が 


IW 

-レバーは、外側（ヒートシンクから遠い位置）を持ってください。内側を持つ 
と、ヒートシンクに指びあたり、けがをするおそれびあります。 



厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 












































CPU フアンのか砕フレームを持つて、 CPU フアンをヒートシンクか5取 
りかします。 

CPU フアンを持つ隙は、 CPU フアンの羽に觸れないようにしてください。 


ヒー トシンク 




取りかした CPU フアンを、台厘の上に載せます。 

CPU ファンのケーブルびあけないよラにを意してください。強く弓Iつ張るとケーブルび巧けて 
しまいます。 
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5 掃除機でヒートシンク上のほこりを直接のい取ります。 

ヒートシンクに掃除機の暇引□を強くぶつけたり、綿棒や楊枝を使ってほこりを取ったりしな 
いでください。ヒートシンクが変形する可能性びあります。 



が重要 

周辺の電気部品に触れないでください 

故障の原因となりますので、ヒートシンク周辺の電気部品には觸れないよラにごを 
忌、< たさい。 

6 CPU ファンのラベルびある面を表側に向け、 CPU ファンのケーブルび切 
り巧け部分か百かれていないことを確認します。 




ケーブルが切り巧け部分に入っている ケーブルが切り欠け部分か6外れている 

少しでわ外れている場含は、外れているケーブルを切り欠けの中に入れてください。 



^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 













































7 CPU フアンを、ヒートシンクの上に置をます。 

ラベルがない面を表側に向け、ヒートシンクのツメ （2 ヶ所）に CPU フアンのフレームを差し 
込んでから取り付けてください。 

なお、 CPU フアンを取り付ける隙にケーブルをはさんでいないことを確認してください。 




が重要 

レ/ 一で固定ずるときの注意 

- CPU フアンをしっかりと押さえた後、1つずつツメに掛けてください。 

-レバーは、外側（ヒートシンクから遠い位置）を持ってください。内側を持つ 
と、ヒートシンクに指びあたり、けがをするおそれびあります。 
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r 本なカバーを取りけける j (••► P .85) をご覧になり、本体カバーを取り 
付けます。 


10 パソコン本体の電源を入れ、 Windows び起動することを確認してくだを 
い。 

「電源を入れる」 （••►P.21) をご覧ください。 


P POINT 

Windows び起動せずにメッセージが表示されたり、パソコン本体か5異常な音が発生したり 

したとさは 

CPU フアンがしっかりと固定されていない場含は、パソコン本体から異常な音が発生することが 
あります。 

このよラな場含は、パソコン電源ボタンを4秒！;(上押し続けてパソコンの電源を切り、本体カバー 
を取り外してください。その後、 CPU フアンびしっかりと固定されていることを確認してくださ 
い。 

それでちメッセージび表示されたり、異常な音び発生し続けたりする場含は、「富±通パーソナル 
製品に関するお問含せ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 


厚^ ュ S ァう k 0^^ 品^- ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
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を写章 

巧り扱い上の注意 


1パソコンを移動する場合の注意 


104 












巧 0 巧い上のを意 


パソコンを巧動ずる場合のを意 


A ミ主意 

0 - 本製品を移動するとさは、必ず2人故上で行ってください。 

けがの原因となることがあります。 

A •パソコンを移動したり、液晶ディスプレイの角度を傾けたりするとをなどに、液晶ディスプレイ 
とパソコン本体の間に指などを挟まないようごを意ください。 

けびの原因となることがあ0ます。 


パソコンを移動する場合のま意 


このパソコンは重量びあります。移動する場合は、なの点にま意してください。 

• 必ず2人し U 上で持ってください。 

バソコン本体前面下部と背面下部に手をかけて、ちち両側か6両手で持つようにしてください。 



• キーボードをパソコン本体下部に収納している場合は、キーボードを取り出してください。キー 
ボードを収納したまま持つと、キーボードびキーボード収納レールからがれて落下する可能性びあ 
ります。 

• 液晶ディスプレイ部分、および本体下部の金属部分は、絶巧に持たないで<ださい。 



• 液晶ディスプレイとパソコン本体の間に指などをはさまないよラごま意ください。 


104 ^胃#:?; f ァ う!^ ニュァル！：' ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





















































第巨卓 

仕様 項 


パソコン本体の仕様 . 106 

その他の仕様 . 118 


なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様につい口ま 、'，欠ページけらの 
仕様一覧をご覧ください。 


製品名称 

ディスプレイ 

リモコン 

テレビチューナー 

無線 LAN 

モデム 

アナ□グ 

地上 

デジタル 

臣 S •巳 S 

デジタル 

LX 70 X/D 

20.1型ワイド 

〇 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

LX 70 XN 

20.1型ワイド 

〇 

A 

〇 

A 

A 

A 

LX 巨已 XN 

20.1型ワイド 

〇 

A 

〇 

X 

A 

X 

LX 已已 X/D 

17型 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

LX 巳已 XN 

17型 

〇 

A 

〇 

A 

A 

A 

LX 已曰 X/D 

17型 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

LX 50 XN 

17型 

〇 

A 

〇 

X 

A 

X 

LX 4 已 XN 

17型 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

LX 40 X 

17型 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

LX 40 XN 

17型 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を選}尺した場合に添付または搭載 、X :が添付または非搭載 
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八ソコン本体の仕様 


聲 品ち 称 

FMV-DESKPOWER 

LX70X/D 

FMV-DESKPOWER 

LX55X/D 

CPU 

インテル® CoreTM2 Duo E4400 

2GHz 

キャッシュメモ U 

1次： 32K 己命ちX 2 + 32KB データX 2、2次： 2MB (CPU 巧蔵） 

チップセット 

インテル® G96 已 Express チップセット 

システム-バス 

8白白 MHz 

方インメモ1」を1 

標準 1G 日 （PC2 -已3日0デュアルチャネル DDR 吕 SDRAM DIMM ) ECC なし最大2白巨を9 

メモリス□ット 

X 2 (空さス n ットなし）を3 

表 

の 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

インテル®グラフィックス-メディア-アクセラレーター X3 日日日（チップセットに内蔵） 

ビデオメモ1」 

最大 24SMB (>< インメモ U と共用）を4 

液晶ディスプレイを S 

20.1 型ワイドデジタル液晶 

17型デジタル液晶 

解像度/発色数 

最大168白X1白已白ドット/ 

最大1目19万色ま7 

最大128日X1日24ドット/ 

最大1619万色を7 

フロッピーディスク 
ドライプま8 

F □□ユニット （USB) (別売） 

A — ドディスク 
ドライブま9 

已白日 G 日（シし!ア J レ ATA/3 日日）を ！□ 

CD/DVD ドライブ 

スーパー7ルチドライブ注11 

才 

丄 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコントロー 

チップセット巧蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1日 2kHz、 24ビットステレオ（再を時）なに 
ヴンフ IJ ング周波数最大 48kHz、 16ビットステレオ（録音時）ミ主に 
同時録音再生対応 

MIDI 再生機能 

0S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

モデム 

最大日目 kbps (データ、 V.90 規格準拠） ai 4 

— 

LAN 

1000巨 ASE-T/1 日日日 ASE-TX/1 0BASE-T 準拠 

無線 LAN を1已 

IEEE8 日吕 .1lb 準拠、 IEEE8 日 2.1 1呂華拠 （Wi-Fi® 準拠）を1日 

こ 

ビ 

機 

能 

レ 

ビ 

チ 

ZL 

1 

ナ 

1 

地上アナ□グ 


受信チヤンネル： VHF り〜12か）、 

UHF (13 〜邑2か)、 CATV に13〜 C 目 3ch) 
ステレオ、音声多重対応 

巨 S アナ n グ 

- 

地上デジタル 
ま 17 

受信チャンネル：日日日〜日目日 ch 

日 S デジタル^16 

受信チャンネル： 00日〜白目 9ch 

- 

1 1 日度 CS デジ 
タルを18 

受信チャンネル： 000〜9目 9ch 

- 

アナ n グ録画お式®19 

- 

MPEG 吕 （A — ドエンコード） 

高画質化機能 

— 

3次元 Y/C 分離 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あ6かじめご了承<ださい。 
ま記については、「仕様一賣のま記について」 （••► P .11 日）をご覧ください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 









































聲品ちが 

FMV-DESKPOWER 

LX70X/D 

FMV-DESKPOWER 

LX55X/D 

斗 

ン 

夕 

フ 

エ 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / nx 1ス□ツトに ardBus 対応） 

SD メモリーカード/ 
メモリースティック/ 
xD- ピクチャーカード 

を吕〇 

X1 ス□ット 

USB まぉ ^ 

USB2.0 準拠 X 6 (前面 X 2、左側面 X 2、ち側面 x 吕） 

IEEE 1394 CDV) 

4ピン X 1 (S400) 

モデム 

RJ-1 1 X 1 (LINE XI) 1 - 

LAN 

RJ-4 巳 X 1 

テレビ 

アンテナ入力（地上デジタル） X し 
アンテナ入力 （BS ■ 11日度 CS デジタル ） X 1 

アンテナ入力 

(地上デジタル-地上アナ n グ）Xし 
ビデオ入力 （S ビデオ）XI、 

ビデオ入力（コンポジット）Xし 
ビデオ音声入力（ち/左）X1 

オーディオ 

マイク：ゆ3.已 mm ミニジャック从力：10日 mV む下、入カインピーダンス (AC) 1日 kn な上 (DC) 
2kO な上)、へッドホン：03.已 mm ステレオ-ミニジャック（出力： ImWiU 上、負荷インピーダンス 
320)、光デジタルオーディオ出力：角形：光プラグ、ラインイン： 03.5mm ステレオ- S ニジャック、 
ラインアウト：班3万 mm ステレオ- S ニジャック 

電源/周波数 

AC100V 日日/6日 Hz (入力波おは正弦波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

を吕吕 

電源。 FF 時を吕3 

4W な下 

動作時 

通常約 123W、 最大191 W、 

スタンバイ時約 4VV 

通常約 101W、 最大 173W、 

スタンバイ時約 4W 

省エネ法に基づ<エネルギー 

消費効率 94 

j 区分日.日日12 (AA) ミち吕 5 

が形寸法 

W 已 S 日X 02已已X H4 已3 mm (突起剖5含まず） 

W 己1日 X D2 巳已 X H453mnn (突起部含まず） 

質量 

約 18.0kg 

約 1 目.巳お 

盗難防止用 n ック取0付け巧 

あ D 

温湿度条件 

温度10〜3己で/湿度2日〜800 /oRH (動作時)、温度-1日〜巨日む/湿度20〜9日％ RH (非動作時） 
(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール日 S を吕 e 

Windows Vista Home Premium 正規版 （DirectX 1日対応） 

サポート OS を吕 e 

Windows Vista Ultimate 正規版、 Windows Vista Home Premium 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
を記については、「仕様一覽のま記について」 （••► P . n 日）をご覧ください。 
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聲品ち称 

FMV-DESKPOWER 

LX50X/D 

FMV-DESKPOWER 

LX40X 

CPU 

インテル® Pentium ® Dual-Core E 21 40 

インテル® Celelon ® プ □ セツサー 420 

1.6 GHz 

1.6 巨 Hz 

キャッシュメモ1」 

1次： 32 K 巨命令 X 2 + 32 KB データ X 吕、 

2次： 1 MB (CPU 内蔵） 

1次： 32 KB 命令+ 32 KB データ、 

2次：己 12 KB ( CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 96 已 Express チップセット 

システム-バス 

800 MHz 

メイン;><モ1)31 

標準 1 G 巨 （ PC 吕-巳30日デュアルチャネル DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大吕66を2 

メモリス□ット 

X 2 (空さス n ットなし）ま3 

表 

の 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

インテル®グラフィックス-メディア-アクセラレーター X 3 日日日（チップセットに内蔵） 

ビデオメモ U 

最大 248 MB (メイン;><モリと共用）を4 

液晶ディスプレイを e 

17型デジタル液晶 

解像度/発色数 

最大1280 X 1日24ドット/最大1619万色を7 

フロッピーディスク 
ドライブま8 

F □□ユニット （ USB ) (別売） 

八ードディスク 
ドライプを9 

32日 G 曰（シし)ア JL / ATA /3 白日）を 

CD / DVD ドライブ 

スーパーマルチドライフ fell 

才 

1 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコントロー 

チップセット巧蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビットステレオ（再生時）をに 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、 1巨ビットステレオ（録音時）ミ主に 
同時録音再生対応 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

モデム 

— 

LAN 

1000巨 ASE - 下/1日日己 ASE - 下 X /10 BASE - T 準拠 

無線 LAN 

- 

こ 

ビ 

機 

能 

レ 

ビ 

チ 

ZL 

1 

ナ 

1 

地上アナ n グ 

- 

巨 S アナ n グ 

- 

地上デジタル 
ミち 17 

受信チャンネル：日0日〜9目 9 ch 

- 

巨 S デジタル 

— 

1 1 日度 CS デジ 
タル 

一 

アナ n グ録画形式 

— 

高画質化機能 

一 

斗 

ン 

夕 

フ 

エ 

1 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 華拠 Type I / nx 1ス□ットに ard 日 us 対応） 

SD メモ1」ーカード/ 
メモ IJ ースティック/ 
xD - ピクチャーカード 

を吕〇 

X 1ス□ット 

US 巨を91 

USB 2.0 華拠 X 目（前面 X 2、左側面 X 吕、ち側面 X 2) 

IEEE 1394 CDV ) 

4ピン X 1 CS 400) 

モデム 

- 

LAN 

RJ -4 已 X 1 

テレビ 

アンテナ入力（地上デジタル ）XI 1 - 

オーディオ 

マイク：の3.已 mm ミニジャック（入力：1日日 mViU 下、入カインピーダンス ( AC ) 1 OkQ iU ± ( DC ) 
2 k 0 L ソ上)、へッドホン：ゆ3.巳 mm ステレオ-ミニジャック（出力：1 mW む上、負荷インピーダンス 
320)、光デジタルオーディオ出力：角形：光プラグ、ラインイン：03.己 mm ステレオ•ミニジャック、 
ラインアウト：ゆ3.已 mm ステレオ- S ニジャック 

電源/周波数 

AC 100 V 50/60 HZ (入力波形は正弦波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

ミち2吕 

電源日 FF 時巧の 

4 WOT 

動作時 

通南約 96 W 、 最大 161 W 、 

スタンパイ時約 4 VV 

通常約8目 W 、 最大1 36 W 、 

スタンバイ時約 4 W 

省エネ法に基づ<エネルギー 

消費効率24 

j 区分日.日日1已 （ AA ) を2巳 

j 区分0.0白23 ( AA ) を25 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あ6かじめご了承<ださい。 
ま記については、「仕様一覧のま記について」 （••► P .11 日）をご覧ください。 


108 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 























































聲品ちが 

FMV-DESKPOWER FMV-DESKPOWER 

LX50X/D LX40X 

外あ寸法 

W 已10 X □吕已已 X H4 已3 mm (突超部含まず） 

質量 

約16.已 kg 

盗難防止用 n ック取 D 付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3己で/湿度2 日〜 800/oRH (動作時)、温度-1 日〜 6 日 ご/湿度20〜9 ひ 地 RH (非動作時） 
(ただし、動作時、非動作時と わ 結露し ない こと） 

プレインストール日 S な那 

Windows Vista Home Premium 正規版 （DirectX 1日対応） 

サポート OS 注吕曰 

Windows Vista Ultimate 正規版、 Windows Vista Home Premium 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
を記については、「仕様一覽の注記について」 (••►P.1 16) をご覧ください。 
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聲品ち称 

FMV-DESKPOWER 

LX70XN 

FMV-DESKPOWER 

LX55XN 

CPU 

インテル® CoreTM 2 Duo E 4400 

吕 GHz 

キャッシュメモ1」 

1;欠： 32 K 日命令 X 2 + 32 KB データ X 吕、2 ;欠： 2 MB ( CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 9 目已 Express チップセット 

システム-バス 

800 MHz 

方インメモ ★ 

標準1白巨 （ PC 2 -巳30日デュアルチャネル DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大2白巨を9/ 

吕 G 日 （ PC 2 -已300デュアルチャネル □□ R 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大26日を2 

メモリス□ット 

X 2 (空 さス n ットなし）を 3 

表 

示 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

インテル®グラフィックス-メディア-アクセラレーター X 3 日日日（チップセットに内蔵） 

ビデオメモ |」女 

最大 248 M 日（メインメモリ 1 G 巨時）/最大3已 SMB (メインメモ U 2白巨時） 

(メインメモ U と共用） を 3 

液晶ディスプレイを S 

20.1 型ワイドデジタル液晶 

17型デジタル液晶 

解像度/発色数 

最大168白 X 1白巳白ドット/ 

最大1目19万色 ま 7 

最大128日 X 1日24ドット/ 

最大1619万色 ま 7 

フロッピーディスク 
ドライブま 8 

F □□ユニット （ USB ) (別売） 

八ードディスク 
ドライブま 9女 

320 GB / 已日白白巨（シ IJ ア J レ ATA /3 日 0) を 1° 

CD / DVD ドライブ 

スーパー7ルチドライブを11 

才 

丄 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコントロー 

チップセット巧蔵+ High Definition Audio コー デック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1日 2 kHz 、 24ビットステレオ（再を時）をに 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、 16ビットステレオ（録音時）ミ主に 
同時録音再生対応 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

モデムま13 

最大日目 kbps (データ、 V . 日日規格準拠）を14 

LAN 

1 000 BASE - T /1 00 BASE - TX /1 0 BASE-T 準拠 

無線 LAN を1 巳女 

IEEES 02.1 lb 準拠、 IEEES 日 2.1 1呂準拠 （ Wi - Fi ® 準拠）を 1 日 

こ 

ビ 

機 

能 

女 

レ 

ビ 

チ 

IL 

1 

ナ 

1 

地上アナ□グ 

受信チャンネル： VHF り〜 12 ch )、 UHF り3〜 62 ch )、 

CATV ( C 13〜 C 63 ch ) ステレオ、音声を重対応 

巨 S アナ n グ 

— 

地上デジタル 
ミち17 

受信チャンネル：日日日〜日目日 ch 

日 S デジタルを 18 

受信チャンネル：日日日〜日目白 ch 

1 1 日度 CS デジ 
タルを 18 

受信チャンネル：日日日〜日目白 ch 

アナ□グ録画お式 9 

MPEG 2 り、ードエンコード） 

高画質化機能 

A イビジョン（地上-日 S - CS デジタル）/アナ□グテレビチューナー: 

3;欠元 Y / C 分離、二 f ーストリダクション/ 

A イビジョン（地上デジタル）/アナ n グテレビチューナー: 3次元 Y / C 分離 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に置おしたちのをご覧 < ださい。 

パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

ま記については、「仕様一覧のま記について」 （••► P .11 日）をご覧ください。 


110 ^画#:手; f ァうレ011 f ?? ニ ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






































聲品ちが 

FMV-DESKPOWER 

LX70XN 

FMV-DESKPOWER 

LX55XN 

斗 

ン 

夕 

フ 

エ 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / nx 1ス□ットに ardBus 対応） 

SD メモリーカード/ 
メモリースティック/ 
xD - ピクチャーカード 

を吕〇 

X1 ス□ット 

USB を呂 1 

USB 2.0 準拠 X 6 (前面 X 2、左側面 X 2、ち側面 x 2) 

IEEE 1394 CDV ) 

4ピン X 1 ( S 40 日） 

モデムを 13 

RJ -1 1 X 1 (line X 1) 

LAN 

RJ -4 巳 X 1 

テレビ ★ 

地上 ■ BS ■ 巳 S デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種の場合： 

アンテナ入力（地上アナログ） X しアンテナ入力（地上デジタル） XI 、 

アンテナ入力旧 S - 11日度 CS デジタル） XI 、ビデオ入力 （ S ビデオ） XI 、 

ビデオ入力（コンポジット） XI 、ビデオ音声入力（ち/左） XI / 

地上デジタル/アナ n グテレビチューナー搭載機種の場合； 

アンテナ入力（地上デジタル•地上アナ□グ） XI 、ビデオ入力 （ S ビデオ） XI 、 

ビデオ入力（コンポジット） XI 、ビデオ音声入力（ち/左） XI / 

地上デジタルテレビチューナー搭載機種の場合；アンテナ入力（地上デジタル） XI / 

地上 • BS • CS デジタルテレビチューナー搭載機種の場合： 

アンテナ入力（地上デジタル） X しアンテナ入力旧 S - 11日度 CS デジタル ） X 1 

オーディオ 

マイク：ゆ瓦已 mm ミニジャック（入力：1日日 mV 料下、入カインピーダンス ( AC ) 1日 kQ じ Lb ( DC ) 
2 kO け上)、へッドホン： 03.5 mm ステレオ-ミニジャック（出力： ImW な上、負荷インピーダンス 
320). 光デジタルオーディオ出力：角形：光プラグ、ラインイン： 03.5 mm ステレオ- S ニジャック、 
ラインアウト：ゆ3.已 mm ステレオ -ミニジャック 

電源/周波数 

AC 100 V 巳日/6日 Hz (入力波あは正敌波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

ミち2吕 

電源。 FF 時をの 

4 W 政下 

動作時 

通常約1 23 W 、 

最大 191 W 、 

スタンバイ時約 4 W 

通常約 lOlW 、 

最大 173 W 、 

スタンバイ時約 4 W 

省エネ法に基づ<エネルギー 

消費効率 94 

j 区分日.日日12 ( AA ) ミち吕 5 

外あ寸法 

W 已8日 X D 2 巳已 X H 4 巳 3 mm (突超剖5含まず） 

W 已10 X D 吕巳日 X H 4 已3 mm (突起部含まず） 

質量 

約 18.0 kg 

約1目.巳お 

盗難防止用 n ック取0付け巧 

あ D 

温湿度条件 

温度10〜3己で/湿度2日〜800 /oRH (動作時)、温度-1日〜巨日む/湿度20〜9ひ地 RH (非動作晴 
(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール日 S を 2® 

Windows Vista Home Premium 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート 0 S を吕曰 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 



インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選がしたをのをご養ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覽のを記について」 (••► P .1 16) をご覧ください。 
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製品ちが 


FMV-DESKPOWER 

LX65XN 


FMV-DESKPOWER 

LX50XN 


CPU 


インテル® Pentium ® Dual-Core E 2 140 


1.白 GHz 


キャッシュメモ U 


次： 32 KB 命令 X 2 + 32 KB データ X 2、2次：1 MB (CPU 内蔵） 


チップセツ [ 


インテル® G 96 已 Express チップセット 


システム-バス 


800 MHz 


メインメモ 


標準 1 GB ( PC 2 -巳300デュアルチャネル DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大 2 G 巨を^/ 

2 GB ( PC 2 -己300デュアルチャネル DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大266'ゴ2 


メモ IJ ス□ツ I 


X 2 (空さス n ットなし) 


33 


表 

示 

機 

能 


グラフィック 
アクセラレータ 

ビデオメモ|」女 


インテル®グラフィックス-メディア-アクセラレーター X 3 日日日（チップセットに内蔵） 

最大 248 M 己（メインメモリ 1 G 巨時）/最大3已 8 M 己（メインメモ U 2 G 巨時） 
(メインメモリと共用）を5 


液晶ディスプレイ Se 


20.1型ワイドデジタル液晶 


17型デジタル液晶 


辭像度/発色数 


最大1680 X 10已〇ドット/ 
最大1目19万色3/ 


最大1280 X 1024ドット/ 
最大1619万色3/ 


フロッピーディスク 
ドライプを8 


FDD ユニット （ USB ) (別売） 


八ードディスク 
ドライブ39 ★ 


320 GB /500 GB (シ U ア^レ ATA / 30 0) を1° 


CD / DVD ドライブ 


スーパーマルチドライフを I 了 


才 

丄 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント n — 

チップセット巧蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1日 2 kHz 、 24ビットステレオ（再を時）をに 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、 16ビットステレオ（録音時）ミ主に 
同時録音再生対応 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

モデム 

- 

LAN 

10日0巨 ASE - 下/1日日巨 ASE - TX /1 日巨 ASE - T 華拠 

無線 LAN を1巳女 

IEEE 802.1 lb 準拠、 IEEES 日 2.1 1 呂 準拠 （ Wi - Fi ® 準拠）を1日 

こ 

ビ 

機 

能 

女 

レ 

ビ 

チ 

IL 

1 

ナ 

1 

地上アナ□グ 

受信チャンネル： VHF り〜 12 ch )、 UHF り3〜 62 ch )、 

CATV ( C 13〜 C 63 ch ) ステレオ、音声を重対応 

巨 S アナ n グ 

— 

地上デジタル 
ミち17 

受信チャンネル：日日日〜日吕日 ch 

日 S デジタル 

- 

1 1 日度 CS デジ 
タル 

- 

アナ n グ録画形式:®19 

MPEG 2 (ノ、ードエンコード） 

高画質化機能 

A イビジョン（地上デジタル）/アナ n グテレビチューナー: 3次元 Y / C 分離 

斗 

ン 

夕 

フ 

エ 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 華拠 Type I / 口 x 1ス□ット に ard 日 us 対応） 

SD メモ1」ーカード/ 
メモ IJ ースティック/ 
xD - ピクチャーカード 

を吕〇 

X 1ス□ット 

US 巨を91 

USB 2.0 華拠 X 目（前面 X 2、左側面 X 吕、ち側面 X 2) 

IEEE 13 白4 CDV ) 

4ピン X 1 CS 400) 

モデム 

— 

LAN 

RJ -4 巳 X 1 

テレビ ★ 

地上デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種の場合： 

アンテナ入力（地上デジタル•地上アナ□グ） XI 、ビデオ入力 （ S ビデオ） XI 、 

ビデオ入力（コンポジット） XI 、 ビデオ音声入力（ち/左） XI / 

地上デジタルテレビチューナー搭載機種の場合：アンテナ入力（地上デジタル ） XI 

オーディオ 

マイク：の3.已 mm ミニ ジャック（入力：1 日日 mViU 下、入カインピーダンス ( AC ) 1 日… 政上 ( DC ) 
2 k 0 L ソ上)、へッドホン：ゆ3.巳 mm ステレオ-ミニジャック（出力：1 mW む上、負荷インピーダンス 
320)、光デジタルオーディオ出力：角形：光プラグ、ラインイン：03.己 mm ステレオ•ミニジャック、 
ラインアウト：ゆ3.已 mm ステレオ - S ニ ジャック 


インターネットの富±通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕樣です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧 < ださい。 

バソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

注記については、「仕様一覧のま記について」 （••► P .11 日）をご覧ください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



















































聲品ちが 

FMV-DESKPOWER 

LX65XN 

FMV-DESKPOWER 

LX50XN 

電源/周波数 

AC 100 V 巳日/6日 Hz (入力波あは正弦波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

ミま吕吕 

電源。 FF 時をの 

4 WiU 下 

動作時 

通常約11 7 W 、 

最大 182 W 、 

スタンバイ時約 4 W 

通常約白 6 W 、 

最大161 W 、 

スタンバイ時約 4 W 

省エネ法に基づ<エネルギー 

消費効率94 

j 区分日.0日14 CAA ) 注吕已 

j 区分 日.日日 1巳 ( AA ) ミ主25 

外あ寸ま 

W 已8日 X 02己巳 X H 4 已 3 mm (突超剖5含まず） 

X D 吕巳日 X H 4 已3 mm (突起部含まず） 

質量 

約1 8.0 kg 

約1 6.5 kg 

盗難防止用 n ック取0付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3己で/湿度2 日〜 800 /oRH (動作時)、温度-1 日〜巨 日む/湿度20〜9 ひ 地 RH (非動作晴 
(ただし、動作時、非動作時と も 結露し ない こと） 

プレインストール日 S 注吕 e 

Windows Vista Home Premium 正規版 （DirectX 1日が応） 

サポート OS 注吕曰 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご養ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覽のを記について」 （••► P . ll 日）をご覧ください。 
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聲品ち称 

FMV-DESKPOWER 

LX45XN 

FMV-DESKPOWER 

LX40XN 

CPU 

インテル® CoreTM 2 Duo E 4400 

インテル® Celelon ® プロセッサー 42日 

2 GHz 

1 .6 白 Hz 

キャッシュメモ1」 

1次： 32 K 巨命令 X 2 + 32 KB データ X 吕、 

2次： 2 MB (CPU 内蔵） 

1次： 32 KB 命令+ 32 KB データ、 

2次：已 12 K 巨 ( CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 96 已 Express チップセット 

システム-バス 

800 MHz 

メイン方モ U ま 1 ★ 

標準1白巨 （ PC 2 -巳30日デュアルチャネル DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大 2 GB を 2/ 

吕 G 日 （ PC 2 -已300デュアルチャネル □□ R 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大26日を9 

メモリス□ット 

X 2 (空さス n ットなし）を 3 

表 

の 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

インテル®グラフィックス-メディア-アクセラレーター X 3 日日日（チップセットに内蔵） 

ビデオメモ|」女 

最大 248 M 己（メインメモリ 1 G 巨時）/最大3已 8 M 己（；>^インメモリ2白巨時） 
(メイン；>^モ U と共用） ま3 

液晶ディスプレイを S 

17 型デジタル液晶 

解像度/発色数 

最大 12 S 日 X 1日24ドット/最大1目1日万色を7 

フロッピーディスク 
ドライブ ま8 

F □□ュニット （ USB ) (別売） 

八ードディスク 
ドライブ ま9 女 

16日 G 巨/32日 G 日/已白日 G 曰（シし)ア J レ ATA /3 日白） ま 1° 

CD / DVD ドライブ 

スーパー7ルチドライブを11 

才 

丄 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント n — 

チップセット巧蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1日 2 kHz 、 24ビットステレオ（再を時）をに 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、 16ビットステレオ（録音時）ミ主に 
同時録音再生対応 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

モデム 

— 

LAN 

1 000巨 ASE - 下/ 1 日日巨 ASE - TX /1 0 BASE-T 華拠 

無線 LAN 

— 

こ 

ビ 

機 

能 

レ 

ビ 

チ 

ZL 

1 

ナ 

1 

地上アナ n グ 

— 

巨 S アナ n グ 

— 

地上デジタル 

- 

巨 S デジタル 

- 

11日度 CS デジ 
タル 

— 

アナ□グ録画お式 

— 

高画質化機能 

— 

斗 

ン 

夕 

フ 

X 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 華拠 Type I / 口 x 1ス□ットに ard 日 us 対応） 

SD ^モ1」ーカード/ 
メモ U —スティック/ 
xD - ピクチャーカード 

を吕〇 

X 1ス□ット 

US 巨を91 

USB 2.0 華拠 X 目（前面 X 2、左側面 X 2、ち側面 x 2) 

IEEE 13目4 CDV ) 

4ピン X 1 ( S 400) 

モデム 

- 

LAN 

RJ -4 巳 X 1 

テレビ 

一 

オーディオ 

マイク：¢3.已 mm ミニジャック（入力：1日日 mV 拟下、入カインピーダンス ( AC ) 1日 … な上に仁） 
2 k 0 L ソ上)、へッドホン： 03.5 mm ステレオ-ミニジャック（出力：1 mW む上、負荷インピーダンス 
320)、光デジタルオーディオ出力：角形：光プラグ、ラインイン：03.己 mm ステレオ•ミニジャック、 
ラインアウト：03.已 mm ステレオ- S ニジャック 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧 < ださい。 

パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

注記については、「仕様一覧のま記について」日）をご覧ください。 


114 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 












































聲品ちが 

FMV-DESKPOWER 

LX45XN 

FMV-DESKPOWER 

LX40XN 

電源/周波数 

AC 100 V 巳日/6日 Hz (入力波あは正弦波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

ミま吕吕 

電源。 FF 時をの 

4 WiU 下 

動作時 

通常約101 W 、 最大 173 W 、 

スタンバイ時約 4 VV 

通常約 86 W 、 最大 1 3目 W 、 

スタンバイ時約 4 W 

省エネ法に基づ<エネルギー 

消費効率94 

j 区分日.0日12 ( AA ) 注吕已 

j 区分日.白日吕3 ( AA ) ミち25 

外あ寸ま 

W 已10 X □吕已已 X H 4 已3 mm (突超部含まず） 

質量 

約16.巳 kg 

盗難防止用 n ック取0付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3己で/湿度2日〜800 /oRH (動作時)、温度-1日〜巨日む/湿度20〜9日 ％ RH (非動作晴 
(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール日 S 注吕 e 

Windows Vista Home Premium 正規版 （DirectX 1日が応） 

サポート OS を呂6 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選がしたちのをご養ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覽のを記について」 （••► P . ll 日）をご覧ください。 
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仕様一覧のま記について 


注1:ビデオメモ1」などと共有しているため、「コント□—ルパネル」の「システムとメンテナンス」の「システム」では、搭載メモリサイズよりか 
な < 表示されます。 

ビデオメモリの使用量は、最大 248 M 目（メイン;< モリび 2 G 巨け上搭載時は最大3己 8 M 日）です。なお、ディスプレイドライバの更新によ 
り、ビデオ式モ U 容量の最大値び変わる場合があります。あらかじめご了承ください。 

ま2 : ■ メイン y モリの最大容量は拡張 RAM モジュール ] G 日を2枚搭載した場合です。また、デュアルチャネルで動作させるには当社指定の紳正 
オプションび必要です。 

■このバソコンに取り付けるメモ U は、 PC 2 -已300対応 ( DDR 2) のちのをお使いください。 

ま3 :当社指定の純正オプションを追加ずることにより、デュアルチャネルで動作させることびできます。 

ま4 : - Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、バソコンの動作状況によってビデオ式モ U 容量び変化します。ビ 

デオメモ U の容量を任意に変更ずることはでさません。 

メインメモリ 2 GB 搭載時は最大3已 8 M 巨です。 

-ディスプレイドライバの更新によ0、ビデオメモ U 容量の最大値び変わる墙合びあ0ます。あらかじめご了承<ださし、。 

注已： ■ Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、バソコンの動作状況によってビデオ式モ U 容量び変化します。ビ 
デオメモ U の容量を任意に変更ずることはでさません。 

-ディスプレイドライバの更新によ0、ビデオメモ U 容量の最大値び変わる摇合びあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

を巳:■液晶ディスプレイは非常に精度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点巧しないドットや、常時点巧ずるドットび存在ずる場合び 
あります（有効ドット数の割合は99.99%な上です。有効ドット数の割合とは r 対応するディスプレイの表示しうる全ドット数のラち、表 
示可能なドット数の割合」を示しています)。 

これらは故障ではありません。交換-返品はお貴けいたしかねまずのであらかじめご了承ください。 

■このバソコンで使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、甚製品で色合いび異なる攝をびあります。また、温度変化などでをがの 
色むらび発生する場合びあります。 

これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承<ださい。 

■長時間同じ表示を続けると残舊となることびあ0ますび、故障ではあ0ません。残舊は、しばら<経つと消えます。 

この現象を防ぐためには、省電力機能を使巧してディスプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使用をお勧めします。 

■表おする条件によっては、むらおよび微かな斑点び目立つことびあ0ますび、故障ではあ0ません。 

を7 :グラフィックアクセラレータの出力する最大発色数は] 677万色ですび、液晶ディスプレイではディヴリング機能によって、擬似的に表現さ 

れまず。 

注8 : ■このバソコンにはフロッピーディスクドライブは内蔵されていません。オプション品の FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 日 IS または FMFD - 

已 1 SZ ) をお買い求めの上、お使い< ださい。 

なお、 FDD ユニットの接続と取り外しは、必ず電源を切った巧態で行ってください。 

■FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 巳 IS または FMFD - 已 1 SZ ) を接続ずると、デスクトップのみ , i (〕ンピュータ）内にドライプび表おされ、 
フ□ッピーディスクドライブとして使5ことびでさまず。 

■ FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 巳 IS または FMFD - 已 1 SZ ) では、巧のフ□ッピーディスクは使用でをません。 

- 0 ASYS 文書フロッピィ 

-日 40 K 日でフオーマツ ト したフ□ッ ピー ディスク 

■ FDD ユニット （ USB ) 0= MFD - 己] S または FMFD -51 SZ ) では、次のフ□ッピーディスクは、データの読み書きはできますび、フォー 
マットはでさません。 

- 1.2 已 M 目でフオーマットしたフ□ッピーディスク 
- 1.231^1 巨でフオーマットしたフ□ッピーディスク 

- 720 KB でフオーマツトしたフロッピーディスク 

ミ主日:このマニュアルに記載のディスク容量は、 IM 日二100が byte 、 1 G 巨二100が byte 換算によるものでず。 

Windows 上で1 MB =1024 2 byte 、 1 GB =1024 3 byte 換算で表示される容量は、このマニュアルに記載のディスク容量よりかなくなりま 
す。 

ま10 :このバソコンは Windows RE 領域に約 ] GB の領域が占有されています。 

そのため、「コンピュータ」のハードディスクの総容量は、マニュアルの記載よりを約 1 GB かなく表示されます。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、外付けドライブを接続した状態では、「トラブル解決ナビ」び正常に動作しなくなりま 
す。ご了承くださし'1。 

ま11:ドライプの主な仕様は次の通りです。 

なお、さ数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びあります。 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

40倍速 


- 

CD-R 

40お速 

40お速 

- 

CD-RW 

24お速 

10倍速 

]〇お速 

DVD-ROM 

1巳倍速 


- 

DVD-R 

10倍速 

1白倍速 

- 

DVD-R DL 

8倍速 

4倍速 

- 

DVD-RAM 

己倍速 （4.7 G 曰/日.4白 B ) 

已倍速 （4.7 GB / 曰.4白巨） 

已倍速 （4.7 白 B / 日. 4 G 目） 

DVD - RAM 2 

12お速 C 4.7 G 目/ 9.4 G 巨） 

12倍速 （4.7 白巨/曰.4白巨） 

]2倍速 (4.7 GB /9.4 GB ) 

DVD-RW 

8倍速 

曰倍速 

6倍速 

DVD+R 

10倍速 

1白倍速 

- 

DVD+R DL 

8倍速 （8 .已 GB ) 

8倍速 （8 .已 G 巨） 

- 

DVD+RW 

8倍速 

呂お速 

8倍速 


注12:使用できるサンプリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 


116 ^画#: 争; f ァうレ 011 f ?? ニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 




















注 13 : 
を14 : 


注1已： 

ま1日： 
を17 : 

を18 : 
ま1日： 


ま20 : 


ま21: 
ま22 : 
ま23 : 
ま24 : 
ま2已： 

ま2日： 


モデムは、八イビジョン•テレビチューナー（地上 - BS - CS デジタル放送用）を選択した場合に搭載されています。 

■已日000 b 日 S は、 V . 日日の理論上の最高速度であり、実際の通信速度は回撒の状況により変化します。 

詳し<は、次のマニュアルをご覽<ださい。 

^『画面で見るマニュアル j » P 「日日0830」で検索 
一「内蔵モデム」 

-本モデムは、電気通信事業法による技術基準適合認定を取得していまず。 

回線認定番号： A 0 已 -041 3曰曰] 

無 g LAN の仕様については、：欠のマニュアルをご覧ください。 

を陋面で見るマニュアル』》 proo 2000」で検索 
一「無線 LAN の仕様」 

Wi - Fi ® 準拠とは、無撼 LAN の相互接続性を保証ずる団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の総合接続性テストに合格していることをおします。 


• ペイパービューのチヤンネルはサポートしていません。 

-同一周波数パススルーち式と周波数変換パススルー方式に対応しています。トランスモジュレーションち式には対応していません。 


ペイパービューのチャンネルはサポートしていません。 

- Windows び起動してレるときに録画することびできます。 

■テレビ番組の録画などは、お客様個人またはご家庭で楽しむ目的でのみ、ご利用<ださい。 

-ビデオなどコピーガード信号を含んだ映像を、録画ずることはでさません。 

-ビデオ入力 （ S ビデオ）端モやビデオ入力（コンポジット）端テに接続した一部のビデオ機器では、メニューや操作画面においてコビーガー 
ド1言号を出していまず。このよラな場合ち、映像を録画することはでさません。 

■ SD ^ モ1」一力ード、メモ|」ースティック、 xD - ピクチャーカードの同時使巧はでさません。 

-すべての SD ;< モリーカード、メモリースティックや xD - ピクチャーカードの動作を保証ずるちのではありません。 

■メモリースティック、；<モリースティック PRO 、 メモ U - スティック Duo などのメモリースティックでは、マジックヴート機能び必要な 
データの記録/再生はできません。 

■SD メモ U - 力ード、 miniSD 力ード、 micraSD 力ード、 SDHC カードは、蓄作権保護機能 （ CPRM ) に対応しています。 

このバソコンでは 「 M 日 0 CS PLAYER 」 や rSD - JukeboxJ というソフトで SD - Audio 形式でファイルの読み書きを行うとさに 、 SD メモ 
IJ — 力ード、 miniSD 力ード、 microSD 力ード、または SDHC 力ードの普作権保護磯能 （ CPRM ) び有効になりまず。 

「 M 日日 CS PLAYER 」 や fSD - JukeboxJ については次のぺージをご覧ください。 

FMOOCS PLAYE 刊 （ http :// moocs . com /) 

「 SD - Jukebox 」（ http :// 日 anasonic . jp / suDport / software / sdjb / index . html ) 

■マルチメディアカード （ MMC ) やセキュアマルチ文ディアカードには対応していません。 

■ miniSD 力ード、メモ U - スティック Duo 、 メモリースティック PRO Duo 、 または microSD 力ードをお使いの場をは、アダプタび必要に 
なりまず。必ずアダプタにセットしてからお使いください。 

すべての USB 対応周辺機器について動作ずるちのではありません。 

出荷時の構成による測定値です。 

電源 OFF 時の消費電力を回避するには、パソコンの電源プラグをコンセントからおいてください。 

エネルギー消費効率とは省エネまで定める測定方法により測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除したちのです。 

- 2007年度基準で表示しています。 

■カツコ内のアルファベットは、 「 A は] 0び地け上20096未满、 AA は2000/〇山上己00%未お、 AAA は巳000んが上」の省エネルギー基準 
達成率であることをおしてレまず。 

日本語32ビット版。 
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お晶ディスプレイ 


■ LX 70/65 シリーズの場合 


表。、方式 

TFT 

サイズ 

20.1 型ワイド 

最大解像度 

1680 X 10 已〇ドット 

最大発色数 

1 日 19 万色 

画素ピッチ 

0.2 已 8mm X 0.258 mm 


■ LX 5 己/50/45/40シリーズの場合 


表。、ぶ式 

TFT 

サイズ 

17型 

最大解像度 

1280 X 1024ドット 

最大発色数 

1目19万色 

画素ピッチ 

0.264 mm x 0.264 mm 


巧蔵 スピーカー 


ち式 

バスレフ形 

スピーカー ユニット 

□径： 30 ( mm ) XI 個イン ピー ダンス 4.00 

定格入力 

2W/ch 

出力音圧レベル 

74.已 ± 3dB/W dm) 

再生周が数 

190 Hz 〜 18kHz 
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LAN 機能 

なの表は、有線 LAN の仕様です。無線 LAN の仕様については、なのマニュアルをご覧ください。 


營閣 

^『画面で見るマニュアル』 》P 「002000」で検索 
一「無線 LAN の仕様」 


LAN コント□ーラ 

Intel 社製82已目目 DC 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各最大1目 kbyte 

外部インターフェース 

IS 日8802 -3 1000目 ASE-T/ 1 00BASE-TX/1 0目 ASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブルま 1 (IGbps: カテコ 'U 已 E じ1上、 
100 Mbps :カテコ U 已じ(上、10 Mbps :カテゴリ3じ(上） 

伝送ち式 

ベースバンド 

アクセス方式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

1 Gbps . 100 Mbps 、 1 0 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグメント最大長 

100m 

最大ノード数/セグメント 

八ブ ユニッ ト ad による 


を1:-100日 Mb 日 S は100日日八5£-下の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境により変化します。 
■1000 Mbps の通信を行うためには、1000日 ASE - T に対あした八プび必要となります。また、 LAN ケープルには、1000目 ASE - 
T に対応したエンハンスドカテゴ U 已（カテコ1」已 E ) し八上の LAN ケープルを使巧してくださし、。お使いのケープルによっては、正 
しく動作しない攝合びあります。その屬合はケープルメーカーにお問い合わせください。 

注2 :八プユニットとは、1000巨 ASE - T /100 巨 ASE - TX /10 巨 ASE - T のコンセントレータです。 


P POINT 

ネットワークのスピードについて 

LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。八ブユニットの変更などでネットワークの 
スピードび変更される場含、スピードに対応した適切なデータグレードのケーブルを必ずお使い 
<ださい。 


その他の仕様 
















高画質テレビチューナー（アナ□グ放送用) 


化上 • BS •CS デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種のみ 


NTSC 入力仕様 

NTSC コンポジット：！ Vp-p7 已〇 S ビデオ：1 Vp-p7 已〇 

コネクタ 

ビデオ音声入力端子（ち）： RCA ピンジャックX1 
ビデオ音声入力端子（左）： RCA ピンジャックX1 
ビデオ入力（コンポジット）端子： RCA ピンジャックX1 
ビデオ入力 （S ビデオ）端子：ミニ DIN4 ピンジャックX1 
アンテナ入力端子（地上アナ□グ）： F 型コネクタX1 

TV 音声仕様 

ステレオ、音声を重対応 

RF 入力端子 

7已 OF 型コネクタ 


八イビジョン • テレビチューナー（化上•己 S • CS デジタ 
ル放送用） 


巧上 • BS • CS デジタル/アナ□グテレビチユーナー搭載機屋または 
地上 • BS • CS デジタルテレビチューナー搭載機種のみ 


コネクタ 

アンテナ入力端子： F 型コネクタ X 2 

RF 入力端子 

7已 OF 型コネクタ 

BS アンテナ電源供給 

ち旋円偏波時： DC15V、 最大 4W 

受信周波数 

地上デジタル： 90〜 770 MHz 
目 S • 110度 CS デジタル：1032 MHz 〜2071 MHz 
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八イビ ジョ^ (地上デジタル）/て £■! □グテレビチューナー 

地上デジタル/アナ□グテレビチューナー搭載機種のみ 


NTSC 入力仕様 

NTSC コンポジット：！ Vp-p7 已〇 S ビデオ：1 Vp-p7 已〇 

コネクタ 

ビデオ音声入力端子（ち）： RCA ピンジャックX1 
ビデオ音声入力端子（左）： RCA ピンジャックX1 
ビデオ入力（コンポジット）端子： RCA ピンジャックX1 
ビデオ入力 （S ビデオ）端子：ミニ DIN4 ピンジャックX1 
アンテナ入力端子（地上デジタル-地上アナ□グ）： F 型コネ 
クタX1 

TV 音声仕様 

ステレオ、音声を重対応 

RF 入力端子 

7已 OF 型コネクタ 

受信周波数 

地上デジタル：日〇〜770 MHz 


八イビジョン（地上デジタル）テレビチューナー 

地上デジタルテレビチューナー搭載機種のみ 



コネクタ 

アンテナ入力端子（地上デジタル）： F 型コネクタX1 

TV 音声仕様 

ステレオ、音声を重対応 

RF 入力端子 

7已 OF 型コネクタ 

受信周波数 

地上デジタル：日〇〜770 MHz 


U モコン 


リモコンび添付されている機種のみ 


通信ち式 

赤外線ち式 

使用可能距離 

正面で約 7m 

乾電池の寿命の目ま 

約目ヶ月（マンガン乾電池使用時） 

使用可能範囲 

水平 

左：約 3cr /ち：約 3cr 

垂直 

上：約1 (T /下：約40° 

使用電池 

単4形乾電池2本 
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ワイヤレスキーボード（ワンタッチボタン付、無線方式) 


キー配列 

1日4キー（テンキー付）+ワンタッチボタン（已ケ）+音量 
調節ボタン （3 ケ）+パソコン電源ボタン 

インターフェース 

RF (無線）方式 

使用可能範囲 

パソコン本体から最大1日 m (3 ml ； (内を推奨)、左ち約4已度 
(ただし、設置環境により短<なる場含びあります） 

使用電池 

単3形アルカ U 乾電池2本 

乾電巧の寿命の目ま 

毎日3.已時間の使用で約日ヶ月 

(ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に 
達する場含があります） 

外形寸法 （W X D X H ) 

約 387 mm x 約1已1 mm x 約 28 mm (チルト未使用時） 

質量 

約目 70 g (乾電池含まず） 


横スク□ール機能付ワイヤレスマウス（光学式) 


セレクトスイッチ動作お式 

2 押ボタン、 1 ホイール（左ちチルト動作付） 

インターフェース 

RF (無線）方式 

使用可能範囲 

パソコン本体から最大 1 日 m (3 ml ； (内を推奨)、左ち約 4 已度 
(ただし、設置環境により短<なる場含びあります） 

使用電池 

単3形アルカ U 乾電池2本 

乾軍巧の寿命の目ま 

毎日3.已時間の使用で約3ヶ月 

(ただし、使用状況によっては、この期間に満たないで寿命に 
達する場合があります） 

外形寸法 （W X D X H ) 

約日已 mm X 約 1 14 mm X 約 40 mm 

質量 

約 8 □邑（電池含まず） 
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—キーボード ........ 

ーパソコン本体前面... .. . 

-パソコン本体側面... .. — 

ーパソコン本体内部... .. . 

ーパソコン本体背面... . 

-リモコン .. . 

-ワンタツチボタン ...... 

画面オフボタン ..... 

キーボート 

- ID 設定 . 

-乾電池 . 

キーボード収納レール ...... 

キーボード/マウスアンテナ . 

空白 （ Space ) キー . 

光学式マウス . 

さ行 

サポートボタン ....... 

周辺機器 ....... 

仕様 

- LAN 機能 ..... 

-液晶ディスプレイ ...... 

-高画質テレビチューナ ー 

(アナログ放送用） .. 

—内蔵スピーカー . 

-ハイビジョン-テレビチューナ ー 
(地上 ■ BS I CS デジタル放送用） . 
ーハイビジョン（地上デジタル） 

テレビチューナー . 

ーハイビジョン（地上デジタル）/ 

アナログテレビチューナー . 

—パソコン本体 ...-- 


あ行 

明るさ調節 . .29 

明るさ調節ボタン ... .8 

アンテナケーブルの接続.. ... 56 

アンテナ入力端子 

(BS ■ 110 度 CS デジタル） . 10 

アンテナ入力端子（地上アナログ） . 10 

アンテナ入力端子（地上デジタル） . 10 

インターネットボタン . 30 

インレット . 12 

液晶ディスプレイ ..8 

液晶ディスプレイのお手入れ . 95 

お手入れ . 93 

音量調節 . 28 

音量調節ボタン . 15 

か行 

力ーソルキー . 15 


索引 

B 


Back Space キー . 15 

B-CAS 力ード . 44 

B-CAS 力ードスロット . 12 

C 

Caps Lock / 英数 キー . 15 

CD/DVD. 31 

CD/DVD ドライブのお手入れ . 95 

CD/DVD 取り出しボタン . 8 

CONNECT ボタン . 8,15 

CPU フアン . 14 

D 

Delete キー . 15 

DVD ボタン . 17 

E 

Enter キー . 15 

Esc . 15 

F 

Fn キー . 15 

I 

ID 設定 . 69 

IEEE1394 (DV) 端子 . 8 

L 

LAN コネクタ . 10 

LAN ( ち線 LAN ) 機能 . 75 

LINE 端子 . 10 

M 

Media Center ボタン . 17 

Mute (ミ肖音）ボタン . 28 

My Media ボタン . 17 

P 

PC 力ードスロット . 12 

PC 力ード取り出しボタン . 12 

S 

Shift キー . 15 

U 

USB コネクタ . 8,10,12 
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11113 


9 8 
6 6 


5 3 
17 


00 98 08 〇 1 16 
38 11 21 2 2 20 
1 ^ ^ 1 ^ 1 ii ii 


123 


































































一横スクロール機能付ワイヤレス 

マウス . 122 

-リモコン . 121 

-ワイヤレスキーボード . 122 

状態表示 LCD . 15 

数字ボタン . 17 

スーパーマルチドライブ . 8 

X — " h ^ . 〇 

操作ボタン . 17 

た行 

ダイレクトメモリースロット 

(SD メモリーカード、メモリースティック、 

xD - ピクチャーカード） . 8 

通風孔 . 10,12,13 

通風孔のお手入れ . 96 

テレビ . 43 

テレビボタン . 17 

テンキー . 15 

電源 

—入れる . 21 

一切る . 23 

-切れない場合 . 25 

電池ボックス . 15 

盗難防止巧ロック取り付け巧 . 13 

な行 

ネットテレビボタン . 17 

は行 

ハードディスク / CD アクセスランプ .... 8 

パソコン電源ボタン . 8,15 

パソコン電源ランプ . 8 

パソコン本体内部のお手入れ . 96 

バックアップボタン . 30 

半角/全角キー . 15 

光デジタルオーディオ出力端子 . 10 

ビデオ音声入力端子（左） .. 10 

ビデオ音声入力端子（ち） .. 10 

ビデオ入力 （ S ビデオ ）端子 . 10 

ビデオ入力（コンポジット ）端子 . 10 

へッドホン端子 . 8 

ボリュームボタン （+). 28 

ボリュームボタン（一 ）. 28 

本体カバー . 83 

ま行 

マイク端子 . 8 

マウス 

-ID 設定.. . 69 

-乾電池 . 68 

無線 LAN アンテナ . 14 

無線 LAN 機能 . 77 

メールボタン . 30 

メニューボタン . 30 


メモリ . 

メモリーカード.. 
メモリスロット.. 

ら行 

ラインアウト端モ 
ラインイン端子.. 

リモコン . 

リモコン受光部.. 
録画ランプ . 

わ行 

ワンタツチボタン 
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を] 


画面で見る 
マニュアル 


0 


添付の 

冊テマニュアル 


►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
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